rs PR ee ee ee ee 


— we ST ES Ww rep FF 


LY 


FABIA 


Ptbt#es# Fw 
Cig Al - — 4 A — A) 


we Rm 
Syke = . page SUE Ri 
fat © fh 4 7% UF y 74 FERORE ee - “sil 息 =“ i he = 
SET MRE BEBB TS OYE TI CHES oon ooee ss teeeeeecee Eee og 


"GED HOS oc tea MAN 7s RR 純 


BEI TAO Wait hs Want bh BE ESE TCT holite) ic HEC AR Oe 


TiS 2 Hi th BS 
ane RAS 


& Bm EB 
i wh Oe EB 
2 32 OR BED 
fi be 


2 考 科 Hw 


折る 


AIRED -183.5°C (AT BMHIE HES Pp 

TCI 2 AN OR MRR ODAC TB 
重要 性 外 11 件 

RAO LAM Ic Biv COMM AER 外 2 件 

Shoestring oil sands の 成因 及び 分 布 外 4 件 

灯 土 の 物理 性 に 開 輸 せる 化 皇 成分 外 1 件 

FiO BIE 外 3 件 

HP LARTER O HTH IC HEC OA 


3 EER 


AL ie A EK BRE 


HAG RR 


Vol, XVIL April, 1937. | No. 4 


The Japanese Association 
of 


Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists. 


President. 

Shukusuké K6zu (Editor in Chief), Professor at Téhoku Imperial University. 
Secretaries. 

Manjir6 Watanabé (Editor), Professor at ‘Téhoku Imperial University. 

Jun-ichi Takahashi (Editor), Professor at Téhoku Imperial University, 

Seitaré6 Tsuboi (Editor), Professor at T6ély6 Imperial University. 

Jun Sudzuki (Editor), Professor at Hokkaid6é Imperial University. 

Tei-ichi It6 CFditor), Ass. Professor at Tokyé Imperial University. 

Assistant Secretary. 

Kunikatsu Seto, Ass, Professor at Téhoku Imperiil University. 
Treasurer, 

Katsutoshi Takané, Ass. Professor at T6hoku Imperial University. 
Librarian. 

Tsugio Yagi, Lecturer at T6hoku Imperial University. 


Members of the Council. 


Koichi Fuji nura, 2. S$, Kinjiro Nakawo. 

Murai Fukuda @, //, Seijir6 Noda, 2, S, 

Tadao Fukutomi, A. S. F Takuji Ogawa, R. HW. 

Junpei Harada, 2. S$: Yoshichika Oinouye, R, 5S. 
Fujio Homma, £. 77. Ichiz6 Omura, RA. S. 
Viscount Masaaki Hoshina, A... Yeijird Sagawa, R, .S. 
Tsunenaka [ki, A. /Z, Toshitsuna Sasaki, ZZ, Se 
Kinosuke Inouye, A. /2. ‘Isdlzu Sugimoto, ALS, 
Tomimatsu Ishihara, Av //, Jansicht Takahash', 2. A, 
Nobuyasu Kanehira, 2. S. Korehiko Takenouchi, AY Z/. 
Rydhei Katayama, 7”, S, {Lidezd Tanakadaté, 2. S. 
Palceo Kat6, R. ZT, Iwawo Tateiwa; 2, S. 
Rokuré Kimura, R. S, Shigeyasu Tokunaga, R, BL 
Kameki Kinoshita, 2. 7. Kuni» Uwatoko, R. 77, 
Shukusuké Koza, A. ZZ. Manjir6 Watanabé, 2, 7. 
Atsushi Mitsubara, A, 7. Mitsuo Yamada, 2. 77. 
Tadaichi Matsumoto, R. S, Shinji Yamané #, ZZ, 
Motonori Matsuyama, 2. /7, K6z6 Yamaguchi, £, S. 


Shintar6 Nakamura, 72. S. 


Abstractors. 


Yoshinori Kawano, Kunikatsu Seto, Shizuo Tsurumi, 
Tsamu Matiba, Rensaku Suzuki, Manjiré Watanabé, 
Osatoshi Nakano, Jun-ichi Takahashi, Shinroku Watanabé, 
Tadahiro Nemoto, Katsutoshi Takané, Tsugio Yagi, 


Kei-iti Ohmori, Tunehiko Takenouti, Bumpei Yoshiki, 


- 


rem aU ELD ay eee 


SBS SS ro Bye 
A oe ig Ae og 


mii Kan DEER OU K-74 FEO 
KAS es 


mans: qh AE iG 
ges 1 Be RN 
1S RMeO RR 
1002 年 に G. Friedel は KHSO4 (2 FK M240 0 sh Coke 
600°C (= Ina LC WAR UR AUPE LT, BHELKNALE De OBO BOC 
HOPE CI HLT OHO RED で は 決定 I= De の も の と は な し 
得 な か つた の で , 1907 年 O.Miigge は この Friedel の 資 験 を 繰 返 す と 区 
に , 更に NaPOs DpeRieD Hh) CIE Ot: 水 唱 の 高温 触 像 を 研究 し , EO 
Sink eA RAT, 高温 水上 晶 の 調和 が D。 の も の で ある こと を 路 決 
定 し 得 た 。 BR L MUR DT HIN Ze BRS BBR “eM LARS OFM 8 IRRO 
CHO€s> 


L) G. Friedel, Sur les figures de corrosion du quartz \ haute temperature. 
Bull. Soc, Frang, mineral. 95, 112~113, 1902. 

2) O. Miigge, Ueber die Zustandsanderung des os bei 570,° N. uP: 
Festband, 1907, 181~196. 
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其 後 1916 年 に 至 0 R. Nacken は 水 唱 球 を 同じ く NaPOg で 約 700°C 
Chie LIZ) DIL OWT HABE L, IRA OLHD D。 の も の で ある こと 
を 明 に する こと が 出來 た 。 

0. HERO ROMAINE 

SEMEL ANC HAS OWIIER HED SIO, Lr ONO SH 
WILT BME IRC, EOE OMUROWE TOK OT, Miz & OFM 
is B® Cie S be 

His tiigalic lt NaPO., (filth 627°C) を 用 ひ , EA MEHt-C7 50° CTS3E 800°C 
に 2 吐 間 乃至 AINE ERO T AURA PROT TAILED Ei Oe Hie Heme 
々 に 行 つ て , Akh = BB D HAR S O MEV te 

fyi m (1010), 7 (ror), 2 Cort) 等 の 天然 面 に 生ずる も の ヽ 外 。 人 
工 で 研 席 し て 作 つ た 7 (2010), a (zz20), & (1122) HOUT & BUR 

こ - つ いて も 和 観察 し た 。 一 般 に は 人 工面 に 出来 た 館 像 が 明 な 形態 を 示 し て 
WEE CHO MAM CT, Miigge の 論文 に = 載せ られ た も の ょ より め 
利 然 た る 人 触 像 が 得 ら れ た 。 | 

S-EMOME が 面 で は 第 鶴岡 及び BAMONRAO SAO 

に 示す 様 な 四 遂 形 叉 は 玉 遂 形 基 他 の 形 の 僅か に 突 卓 し た 人 敏 像 が 得 られ た 。 
= OFA, 六 遂 形 其他 の 形 の も の の < HOA MIB LTR Bree 
の 方 向 が 水晶 の 左右 性 を 示す も の で , この 線 の 方 向 が 向 つて 右上 り の も の 
は FEED OVALE) 低温 の 須 水 唱 に 出來, 左上 り の も の が 佐 温 で 左 水 唱 の 


1) R.. Nacken, Atzversuche an Kugeln aus Quarz und a-Quarz. N. Jb. 1916, 
I. 71~82, 

25% sigs ERX. WC fh © FL AB SABE th IC MC CD BARRE, B+ 
AE, HE —HE, 1~25, 昭 12, 
aisle, SDB. IX fis A ARSA AE AIC aC pee , 
ae, sar. 5895, W712. BHC # EA bel eae, 


ga 169 mm eR 本 135C 3 ) 


x 30 
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EOILECK. COMMIS Ri kdh Clk m WCB HBO Tee 
する こと を 示す も の で ある 。 MUTLOMBA LOD m HC’ 同じ 形 で て, 
同じ 向き で ある 。: 使 用 し た RHA KO Td, 右上 り GR EEE 0 BYR LDF 
同一 嫌 面 に 見 られ る も の が ある *( 第 三 園 )。。 こ れ は 低温 水 唱 に 於 ける プラ 
7 OBER AC AAR O 4 eka OPER BARS BOLE GHA. 
r(2)BoOemMe, *(2) Mise CRAM 2 OE Ute 4S AWE: GR 
WE LIBR DOK D, KS DONC 示 し た や うぅ ヵ 短 艇 の 縦断 面 形 の ten: 
得 ら れ た 4 低温 水 品 の 右 の も の で は この . 短 艇 の 和 角 が 向 つ て 右手 に 出来 , ヶ 
面 て も < 面 て も その 形 , COMAADCCHSA, AKMeEAT UEC HE 
反 問 向き の も の が な が 得 ら れる 。 即 ち 高 温水 卓 で は 低温 水 卓 の ヶ 面 と ? 面 & 
Ole BD 無く な つた こと を 示す 。 こ の こと は 婦 MIRA TAM 
出来 た こと と も 相 調 和 す る 。 
族 面 の 僕 像 人 工 で 作 つ た (co00z) 面 で は 第 五 間 及 び 第 六 園 の 様 な 
hexagonal pyramid 2°28, 4A EH CODE, OK MTN SIE 
桂 面 の な す 六 角形 と 一 致す る 。 MA UPL Zh 20°OM S VETO KL 
bOStDbHSoMUTMES MAT SL, OO hexagonal pyramid の 
PRLIEY LDS AF UHRA, BIRT HAKATA EDT, LOAF VO) 
向き が 形 で あめ, 低温 で 左 水 卓 て あつ た も の で は OBCHAS (HATA) 
即ち (0001) Of 6 YX Sb, Miksa Clk (0002) (re NST 
APOE SSS DE wHS 
wr-smoOMe 炊 に 人 工 で 作 つ た e410) 面 で は ClO RE SRD 
得 れ た 。 これ は 細長 い 四 遂 形 の 雨 端 が 叶 形 に 屈曲 せる 旗 を 有する 容 起 で 
その 長い 方 向 は で 輌 の 方 向 に 一 致す る 。 こ の 南端 の 曲り が PSEA 
向く も の は 低温 の 右 水晶 に 出来 る (第 九 岡 参照 2。 証し て この 形 は 此 の 
2 (1120) [HIER KKM MMOFES 6 Lt PRLT OS, (zz20) 面 


= 
ont 
bo 
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に つい て も これ と MUR, 同じ 向き の MRD Griz. caclt Miigge の 
AT ILI DOT BB CHAS > 

DE ORR RE OC, MKD YR e JERR BH Re 模式 的 に 示せ ば 
BIMMOP? 5S CHA, これ は 高温 水上 曲 が De OBHIO%Z OCHS Ok BAR 
L, Oly OE ABs 6 MS ES AD, WAC BATA EO AES SC Ee 
BA CHS, LIA OME YAS REVS ) 

Hak iaD De OMFEOD LOT ARE, bp (D3) で は 互 に 同 信 の 
MCu DOr (C122) £ i22) LOH は aim 7K Ct IS AB tem? 
(2700) ffiC TEL KAS MO MRE CBE SU OAR KO, 
の 面 と な る か ら , A CMMRD EH Ci SILAS NS CHO, BIC KOTLE 
ORG & & iD ET. C/V) 

WUC ELK T Nacken の 行 つ た や うぅ うな 水上 嘆 球 に つい て の Bh Hid 
ず と も , 高温 水上 介 が ゲ De OUHO LOCHS © & SEES AILEY 
EDL BrSo 

3. F-74 FS RSRBKRCESERS 

低温 水 卓 に 殆 ん ど 帝 に 現 は る ヽ F—7 4 ARETE c Hie BEM E UT 
180° Fey LEAT HS dc Ht De OBHAEO RTH GAC UL As [i] LAY OD Hy 
Rei L 75S DG, CHO 180? Hohe eT kh OB HEE EO —O (Ls FS EN 
温水 合 そ れ 自 身 と Ae <6 I MO Me kh LARS STE C, € fi} 180° 
HO Ck Aa 6 OBE & 生じ な い 。 従 つ て 高温 水上 曲 で は 低温 水 卓 に 於 ける で ド 
— 74 4 RAIL OL LIES C OGRE m 面 に つい て も 同様 で て ある 4。 BP 
ら 低 温水 曲 の ドー フラ フィ ネ 般 曲 は 此 面 に 算 志 な 軸 を 伴 唱 軸 と する hemitrope 
twin と も 定義 出来 る が , 此 面 に は De OBAGPORI KA Cit, WRK OI 
SAMO CTH SG, 此 の HE kH 180? Ape (ch fo] HEB, % 生ずる 


1) 草津 , 渡邊 岩石 確 物 奏 床 捉 , AR, HE, 20 貢 , 昭 12. 
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EDIE ABR aT MRIS A TIL F— 7 4 4ERRIC ES SUDO HL 
Hh LAE DOT 


高温 左 水 品 諸 面 上 の 人 触 像 棋 式 賠 


‘EMBL AIR eh IBC RSE CHA TUT P71 * ba OTFIES BC 
2 ele o> TEA Ze DAE L, CTE i Ze EL, BES ik CR He PEO CT SLT 
DALIBILISG SP— 74 FEA OBA am RIC HE Ck eS AA UT OL 
Sey er 


Mb r— 74 +E Cit BS THE LI EDCTHS SED 
OGD) bo 
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q. RROMBKRCHITS K-74 HBR 

天然 に 産出 する 水晶 に は 573°C 以上 で 高温 水 卓 と し て Hae Ute aba } 
HO, 叉 それ 以下 の 温度 で 初め か ら 低 温 型 と し て 唱 出 し た も の も ある が , 現 
(EEO CMR S s Old tltr & MMIC AMI AHA CH SC LITO 
像 , 旋光 性 , X PRIMA KO THIT Ho 

この ドー ティ AOD SISH: ORB OMIRIC LIBEL AAD 5 A 
HUE AES SBS AMT DED ATH CUAMD TCH So Malik 
7£ 2d kh OBE BRE 573°C DAE CH Ufc kde 8 F— 74 4 eR 
BL EIAUSECA Se AE LULA £ し て 唱 出 し つ ・ あ る 場合 に 出来 た も 
の で ある か , 或 は 全く 唱 出 し 終 つ た 後に 何等 か の 原因 で 出来 た も の で あら 
> か の 問題 に 調 し て は 明 答 を 奥 ふ べき 訣 か な 寅 議 を 持つ て 居 ら な い が , こ 
れ は 他 日 譜 明 る る ゝ 事 で あら うと 思ふ 。 

(PEA AIG AC KSEE KB MRT F-71ARO TS 2 A EETD ZS < pt 
め ら れ な か つた 水上 唱 片 を 研 歴 し て , そ の 午 像 を 取 去 9 り , 之 を 700° 乃至 800°C 
に 約 ? 叶 間 加 熱し , 徐 冷 叉 は 急冷 の 後 再 び 比 化 水素 で 僕 像 を 生 ぜ し め て , 常 
(Bl F— 74 PBROA ST SC LRT. (Ua URMCIE F- 7 
1 AEE OWEN HIE IS AE Uy 且つ 結晶 に 制 目 を 生ずる の が 常 で あめ , tie 
し た 際 は 割 目 は 出来 な い が , ドー フィ イネ 多 曲 は 常に 新 に 生ずる こと を 認め 
iio COBB Miigge も 既に 記載 し た 事 で ある 。 


1) 明 に 初め か ら 低 温水 唱 と し て 品 出 し た と 思 は れる 五 居 産 の 水晶 に ドー フラ イィ 
ネ 組 品 の 認め らち る ヽ 事 は 工 輝 の 通り で ある (本 誌 , 第 十 七 欠 ,53~95 貢 ; 昭 12) 
MFCINBE NN LZ SI EO BRP Cth & FE ORG LEY OGISMIC ドー 
7A REO ET SCL EMR, UMEOK IS Boab 低温 水 品 と し 
て 品 出 そる も の で あら う 。 
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COBB geological thermometer と し て 使用 せん と する こと は 多く 
DBHIMMOT 試み られ た が , ドー フイ ABBRILOR CHAINS & ORHAN 
ESS REDD 0, LERD 6 徐々 に 冷 肥 す る Welt F714 AR ee 
SARI EMBO S LEAD ECHO GAY BSNS BE Md 
No. 


il 解 

1 [el 高温 水 唱 面 の 8002C に 於 ける 人 触 像 , 甲州 産 水晶 に て 低温 に 於 て 
right trapezohedron % 22 Z % Do 19 fe GBEIEED> 

9S 2 1] 9 1 SAIC UC 30 CBE CHIE. 

%$ 3 fe] BIBKRO ~m WKB S75 Pe ead BR (750°C), 甲州 産 水 
fh, 90 倍 (反射 光線 う 。 

4 + © WO RBA RCS00° CHR し 天然 面 ) HIN REAL, 90 位 て 反 射 光線 )。 

第 5 |B) BAK AAEM ORR (R 750°C, 甲州 産 水 品 , 20 1 < 反射 光線 う 。 

第 6 賠 底面 の 触 像 な れ ど も 800°C に 加熱 , 甲州 産 水 品 , 250 Fe 反射 光線 う 。 

第 7 [el 第 二 桂 面 (Z720) of (800°C), 甲州 産 水 品 , 250 倍 (反射 光線 う 。 

第 8 [i] (1122) 面 の 8002C に 於 ける 人 触 像 , 甲州 産 水 品 , 0 倍 < 肥 射 光 線 う 。 


BES PBB OMREICHT 


ot: Bl Oy EK 
ree IW We Bis 
JEW REIN SHLD OM, GALATI GRE UT, それ に 就 
Citic OOHED OD, LOOK —WRE SLO 研究 に 志 し , 医者 の 一 
人 較 府 は 親しく 現場 を 調査 し て 各種 の 試料 を 探 取 せめ 0。 い ま 牙 に その 研究 
結果 を 開 表 せん と す 。 
1) B. Sosman, Properties of Silica- 784 H, 1927. 


2) THAR AWSOME, HU (1933), 88~90 Wo 
同上 , HASSE, BA (1935), 334~337 11, 
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この 産地 は , Ibe PEE LO EPR EU OE 4 FPO WORMS EO, 
PASE FER PESTO PEAY 3 FEO HORNS FE A ¢ ALIS AE OTe % it SIS 
LC, この 間 所 々 に 海 線 石 を 多量 に 含む ABO MILA HRA ht 
は 所 調 阿 里山 層 の 一 部 に し て , 集 々 大 山 よめ の 中心 山 を 経て 北 な に 延び た る 
HAE MRS SRB KOR 更に 下 麻 位 に あめ , 柄 し て この 附近 を 二 穴 山 背 
夫 抽 が 南北 に 通過 す 。 inthe 多量 に 含有 する eI BERL し た る は , 森林 
PAU MI AD CL MEME O KI DAF OHURE ID に し て , 厚 さ 約 1.5 米 , 走向 南北 に 
近く , 西 に 訪 傾 斜 を な し , その 路 出 は 上 流 に 向 ふ て 右側 に 閉 し 。 そ れ よ り 約 
100 米 上 流 の 向 つ て 左側 に RMS も の は 海 終 石 を 合 "有する 事 比 較 的 少 き 
も , 厚 る 20~30 HOD, その 厚 さ {LOMB FBC 6 BALES. EF 
MEO RAY 3.5 FFOMBIL ES SO HD OT, Lhe DH 75 HH, PD HY 
LE KE Oo MSIL WOM BIC HO Tk, SAMOK 3 2 IEMEC WI OS 
6, mb SHeLMES 2 KeRBOA LEMS 8OrML. 即ち 少く と 
& SMO TAO SMM, RONRFOw A M2. & WO Poe 
HStLOL Pee SSD >be, COWAM SHIN AO TRANS, この 事 は こ 
AVEO HG k O LUCIA RAE A OM BOYES SIC OTS AUR 
せら る 。 

inkie Aa VL IR (Ade 原則 乃至 砂岩 “47, Iii UTCORML ARI BHT] 
も の は 後者 に し て , た め に その 岩石 は 濃 終 色 を 早 す る 改 , その 識別 も 容易 な 
9。 こ れ 等 の 岩石 を 扶 微 錯 下 に BET BAL, FEO EPIRUS 産出 する も の 
ぃ ーー つて 分 析 番 名 エリ は , iia fe CARI RAL, 容積 より 云 へ ば 
約 80 %ALMNA TS Ce 

hie AIL ERD CRED 75 BD ik fa %e OL, (001) (2 2E FTC DME Ze SEPM ay 
So COOL) TRAE SPIES 8 Ve RTA TABI OS 
色 性 を 示す , BD GUE ay. CHB, Lear & HG SA WAL HS Ta 
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海 線 石 砂岩 < 分析 番 久 TZ Yb mb a Ca AT AR OD 


Besar, x38 a= =U, X08 
( WEEK TD BER S ) ( Wek Ti D aggregate 
YRHE TT 6 polarizaion を 示す 「) 


Week GCA BE VY YEH TiC TBR V) 
下行 ay, x 68 aS = x 68 

Ce Eitb ic BAREO ) (eee es) 
See SWARE MRT o polarization を 示す 。 
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wea BRST. 故に 多 色 性 は X= 黄 終 , Yaw, Z= 濃 終 に し て , 吸収 は Z> 
Y>X な 0 め 。 十字 = コル 下 に 於 て は (001) は , © OVE EHOK FA BLiv 


第 - 表 
Number 

I II Ill IV V 
SiO2 49.12 50:58 49.22 51:26 39.95 
TiOg 0.81 tr. 113 tr. tr. 
Al,O3 9.94 9-70 7.81 11.24 11.66 
Fe203 12.80 16.33 12.32 16.94 11.87 
FeO 2.19 2.28 2.40 2.10 7-08 
MnO none 0-09 tr. 0.06 0.08 
MgO 2.65 4.15 3.10 3-84 4.45 | 
CaO 4.89 1.79 7-52 0-51 4.14 { 
K,0 5:90 5-65 38.62 6.13 373 
Na,O | 2.71 1.65 0.72 0-47 0-64 
P205 0:06 none none none none 
CO 4.45 2.69 8.01 0.63 9.72 
S 0-27 0.33 0.06 0.23 0-78 
H20(4) 458 5.27 3.67 5.60 5.65 
Total 100-37 100-51 99.58 99.01 99.75 

es x= #& た る aggregate polarization を 示 L, BE 


Molecular ratios obtained from 


開 を 示 す もの は , それ が = コル の 振動 
Dy) & BH AMAL HA Tw A Ge 


the analyses given in table I. 


Number 
a Ty | し その 他 の 位置 に 於 て は 続 。 青 , RE 
SiO, | 0-842 0.853 | DEEDES PHBeRT . TewhPals si 
Mids | ome | 08 | pape Lc, PDE FO IT 
ae 20 | 0 | ARE OWI AH BANHES BBO 
Kae T2022 | ooo | DARE (x iud Si sMMakit AED AT 
20H) | 0298 | 98M | BOLE BMY S LOS LIKO 


石英 , 正 長 石 , Reh. HAAR Ob 


~ 


OD SFI, EFA 75 O 0 
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EABACIEO MO-OD4 O (4B UD は , 前 逃 の も の に 酷似 すれ 
Eb hth OB ABICH TIA HS ED » MM し 。 

KA EMGKT OD の も の 即ち 年 林 渓 南 流 に 於 て 厚 さ 約 1.5 RO bee Fb} 
の (4dr EGE V) ik, 海 終 右 の 粒 極 め て 大 きく , その 最も 大 な る は 直径 1 


FEILE LAUK FAL OTA 
第 = 表 


Atomic ratios. は 割合 に 大 な Yo その 特 得 

iG : Ear Stoel は 粒子 中 に 方 解 石 の 介在 す 

vo | oa | Bamber | SHI LT, RIE 24 

Si 0.842 | 0.853 6 ば 以上 を 占 む る 事 あ り 。 こ 

| CFe, AD| 0.394 | 0.432 3 , 

(Fe, Mg)| 0.135 0-124 1 OBR & iti t OBA 
| CK, Na)| 0.174 0-146 1 

| O 2.497 2.551 18 を 才 ふる に , その 境界 が 比 
H20(+) 0-293 0-311 2 


Wiese Seg igi : RNY DAE 2 OB より 見 て , 
油 溢 石 の 分 解 に よめ て 方 解 石 を 生 ぜ る も の に は 非 ず UT, 共生 的 の も の な 
SHUM RS. MC OAHOWRBOMMA LIMES 2 & OIE HEA 
Opwkints SD UN < , FETAL UCM CHG UR CRAB hi 
ik 1 WY ¢¢ (calcareous glauconite sandstone) と % AE LFRS UL, COMO AA 
DRO PETA & HAP ICHED, (166 % fll Co 

HB-B MBS ORR HC. HPI 及び I AeA, UW, IV 及 
O V iit oa ear US EOI LT, Ue 1 ko, 1V ie UL 
より 夫々 摘出 せる も の な 0 り 。 MUTI と IL は 下 林 渓 北 流 に 産 す る 5 の 
に し て , エ は 前 記 の 海 終 石 含有 量 約 80 錠 に 及ぶ も の な り 。 I LPB 
wie IA CHE SH 1 米 の 居 を な す 海 終 石 砂岩 よめ 摘出 せる も の な り め 。 猫 ほ 
LOMAS BIL, 原 岩 石 を 適 党 の 粒子 に まで て 砕き, それ を 双 眼 題 微 鏡 下 に 於 
て 選別 せる も の に し て , 選別 後方 解 石 等 の 不純 物 を 除く た め HABE BIC 
kOe MASA HS, これ が た め に RAKE FO WS SD » Her 
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WRIVT FRIED fz 9 © 

この 表 を 通 赴 する に , HIN Dike I, IV 及び V ch, IV が 最も 純粋 
Wb LDEBAN 6, REG I MOBO RNOM I & MMR LT, この 海 終 . 
Blk 2 OWA RAK SS 6 OBLAST EDL MLE Lo LRRED 
(CBA IATA, IV は H. Schneider OHM f: 5 IR EO LE 
(CK, Na) (Fe, Mg) (Fe, Al) gSigOis3H2O OD SEAE L LD BO » (EBLLSP 
に 準 ず ぎ べ きも の に UT, BMS CaCOs CHALE) 等 の 不純 物 最も 少く , KO 
の 6.13%, SiO, © 51.26%, AlgO3 O, 11-24% RY MgO の 3.849% 2 
Iq, PBIIES LOL GANSZLORNES, (AL Fe OMI MAYS 
759 6 

PARR A AC SNR IE HIE CIE 5 te, その 結果 Clarke 氏 は KFe” 
SigO,g-+aq., Hallimond fe/t R,O-4 (R203, RO)-10SiO,-nH.O, P. Niggli 
Fit 4Si0,(Fe, Al),05-(Fe, Mg, Kz, Nay, Ca) O.2H,O な る (bBist v5 
へ た る が , H. Schneider lt DHEKES EOL LT EMORBBATS 
も の な の め 。 HLS MALIN B HERR ECB C RAL A ABELL OFFA 
OC, 1kMXlt ReO4CRO.R,O3)-10S1I0,-4H,0 な め 。 

KARI SBD V KMS Sh dre PRL, TE 及び IV に 
就き Schneider EDA < (LAK SHIT SIE PIOROHEKOM し 。 

即ち この 割合 は H. Schneider ROWE et Mie o ¢HES, H2O (+ )ic 
於 て 稽 少く , その 指 敷 3 より は 2 に 近 き 傾向 ある は , Schneider KOBE 
Oa < Loss on ignition を 疲 ち に H,O EVSO し た め な る べべ ペ 6 

Rb Gi Blk 一 般 に 大 な る 溝 一 結 曲 と し て 産 す る こと な さく , HC oe 


1) Hyrum Schueider, Jnur. Geol., Vol. 35, 1927, 289. 
2) AAR, ABBA 119 CH MEA, 1930) 
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集合 の 粒 と し て 存在 する ため , COME LESBO CE MES ED 
BRAWES ILO, その 化 拐 成分 に 開 す る 研究 も 相 党 の 困難 を 作 ふ も の な 
Bele : 
その 他 1 及び UWL ABYOH Mee NS SWUM ILD b 
Ot BD, CAVE, COBH & Y HL BLT OMS LIA HIS BI, 
~ AEH OP AMEE IS TW L, 然 ら ざる も の は MSH 
SS bo 即ち 一 般 に 原 岩 石 に 於 て は MgO, K20, H20 (+) 及び Fe の 
了 酸化 物 等 は 減少 し , CaO, CO。 及び TiO。 等 は 反 圭 に 増加 せり 。 こ れ に よ 
り て 見 る も 摘出 の 効果 相 族 大 な る を 知る べし 。 
第 五 


Loss of weight in 22 


0 100 200 300 400 500 690 700 800 900 


Temperature in °C 


猫 ほ S か 存在 する は TRI MATT Strode O. GHMOPRIE S の 年 
分 が 逃げ 去る も の と し て 取扱 ひ た め 0)。 

炊 に 摘出 せる 海 計 石 中 最も 純粋 Tif AV (IS MEAS ALB pole CFE EL 
THAD IED) RED BEIGE LIDDY, これ は dk OR HY kKOAMIC 
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ce GA な る も の に し て , MOMS MET 
東北 融 大 八木 理 忠 十 の 報告 あり 。 こ の 測定 方 法 は 熱 天 衝 を 川 ひ て 試料 を 電 
SANE DILL LO. RK k SRR ORME PRAT 6 EOI UT, COMA 
速度 は 100°C/30m に し て , その 結果 を 表 岡 せる も の は 第 五 賠 なり 。 こ の 
客 験 に 於 て 海 終 石 の 一 成分 た る FeO (2.10%) は , 加熱 中 に 酸化 せら れ て 
ge ee 
SEE WRB FOU, COMBI TLD F154 程度 の も の な 
EE OE 
HALTS AREAS 5 TONMMMEPO S & SNES DBE SB, C trid efie & 
し て 0.23%\2 UT, TORR WIFHS ETS, 問題 に な ら ざ る 程度 の 
も の な り 。 

> DRE PALS 150°C PEON KIAMA (—H2O)(= 
350<C 附 近 ょ より 以 上 の 胸水 は 結 曲 水 を 示す も の な る が , TOME ARIL (600°C) 
附近 に 於 て 完結 せる を 見 る 。 こ れ ね 等 各 温 度 は 和信 木 理 皿 填 の 息 験 の 場合 と は 
4, pO) 相違 あれ ども , これ は 加熱 速度 に 江 農 ある 事 に も 基 因 する も の な る 
7 Lo 


終り に 臨み 本 研究 に 就き 御 接 助 を 賜 は り LAB AD Hn ts EL AON. 
SEAS EAE TSEC Se EAST jot UE ¢ Fe EHORBRS o 
Ae mae ib SITAR TANTRA CD 


1) ARKH, BEB 1G CMD, 1929) 
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255, 中 越 雨 油田 の 地 向 斜 構造 <2) 
(SDM O—Aiz ) 


me: oh fh Rh — 


津 軽 型 と 中 越 型 
津軽 油田 を 構成 する 新 三 紀 層 の 居 序 及び LAL, A 1 表 に 示す が 如 

く 西 津 団 油 田 に 於 て は 上 部 層 の BEER Cs PILO TAG AMO 大 部 に 
“CPU AC IE = BBE StU TSAI ORR SLE. HOE OGA AE (海綿 を 合 
まず ) DER WHERO WM EEC, 且つ 下方 の ATA Cit A 2% 
含む ) & OPI & AICI CH Stk, これ を Jest UT BETIS 
TiS, 且つ 構造 分 伯 を 行 つ た (第 2 He). VEEEREIL IS CLR ARS 

第 = R 
HE BS yh FH Je Ue 

Xe i: es 3 


7B 200m | en 
KR We 300 m 


AY it fh je +500 m we jet +500 m 
R in /@ 950 m fe 4 J Jat +-700m 
a KR 層 E600 m 12 OO Je 600m 
PY ie Jet £850 m K FP WR et +350 m 


BOR ¢ ORR Ita hie 2 & UR WY BBO, RC, KARAM 
BV MBAS SEOCHS. CORMAREE AEM CRIN TE 
DEF fet Li AAA 3 tuts 形跡 が 明か で ある 牙 , BRIBE HA Tit SER 
上 部 ( 約 150 m) を 含む 大 厚 300 m O) Hie RAL LC, それ を 基準 層 と 定め 

o 津軽 下野 に 於 ける (FAIL, 上 記 の 東西 津軽 油田 に 於 ける 基準 層 を 地表 
MGI CIF OIE HEOT 延長 連絡 せしめ た も の で あつ て , Bic BR 
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Meaty OEM CHS ERAIAS AVS 
TRAVELERS 報告 せる 如く CHUAREPR IN OAR, 前 出 ), PARED Tay 


< ’ MES Be 


ペラ ペン 


ea 


Ve 
mS. | Se a 


Heme ya Cb) & Bey ACT® fi 2 OT 


第 = 表 

He 造 分 析 (km) 
CHL AE BD) a b c d | 
+e # Tih ale Rae CURT eee 
i 2 115 8.5 22 | 6.0 
GH as) 19:5 | 190 | 05 | 160 
(py et ik) SACs POSS © Il SARs Fu Mnec as 
@ ヶ & 17-0 | 150 08 | 60 
kK RR o5 | 1b |. 27) | Bar 


& O TARY RRC Be & BASU IY 5 BE Ze AR し , GER I OT RMT BM 
INDUS, REN Be CAB) LCORE eis する も の と 推定 
STH SREOHS, Wee (AORN SLS] CHEL, それ それ の (Fh 
LEOTAMEOD c OMOMROR HFSS. GEMINI PAS 255 2 表 
OPM IL TRIS UTR te 近似 値 で あめ, UA DMIES BRT SEOTH 


本 152C20 う a Fi Bi ty Bh AK its, 186 
0 
5 2 RACH DAE ARHW OD d ODI 16 km に 達する が , これ は 前 逃 の 如 


く , 新 三 紀 層 の 堆積 が この 深度 に 達する 事 を 意味 せ ず , 可 控 (mobile zone) 
と Cin Rea OTF E22 RT EOT HAD MRO IMMA O HE 
に 徒 つ て , PSB HET SMW (第 2 表 ) ds, He RIE EOTH 2 HO 
厚 さ に 達する も の と すれ は ば, SSE 5 km L so, それ 以 - トド の 部 分 は 可 
Fi EERE WE AS BEC So 

KA li (C45 2 [tl hs Zed) (LP BRR EDC IE ( 新 三 紀 層 の 基 度 層 で 古 
AE Js, (Efi et 7e BAGLESS 2) KOK KOOMO, JER GER 


第 三 表 
fs Pe yh HO Ke If 
西 山 東 山 

安 田 層 十 100m | 御 i fe 300m 
Py Be ab Je 十 200m Al Fa Ht Je 300 m 
FR 爪 et ++ 800m 4H # Je 350 m 
PR lye 400 m Ae op PH Yip 400 m 
He 4 Je + 700m x mh fe 1000m 
SF = +-2500 m 


SURF +1500 m 


WEAN) (EAEDNE COVA BEET SGA ST, EG 4 HAHEI IC 
隆 曲 せる SON OPEC, ROM hy CBS Z—FED PHTBMze O し 
HRD HD SBo CO HK CAB EN 76 EE 227TH HS 2 RICH SHO C 
HOM 注意 す 可 き は 一 般 に I の 偵 値 の 大 な る GED TC AEE A BD 
JEU) HOT OPENS KEEN ROR A TBE, 岩木 火山 (第 2 岡 り , 大 
戸 瀬 司 に 多い 岩 脈 等 は この 例 に 属す る 。 

BS BAER AL TEM RA th BEN ARE TF BD, HOR AEED AW 
PREAH O HE Be (LE HEC HERR OE LX, BAR A PHORM 
EM OME AUWT ZEDCHS. 


® 
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越後 中 部 に 於 ける 新 三 紀 居 の 居 序 , 居 厚 は 第 3 BRT MS CHS. 
DETAIL VA, 大 村雨 氏 の 結果 と 筆者 の それ を 人参 暖 し て 定め た も る も ので, その 


B 表 
He 造 分 oR (km) 
Cp BE) | | a b a | a | 
本 TO tas 7 
chien 45 3: 1.1 2.2 
Wy 9.9 5-0 1-7 1-7 
i ee 60 5.0 1-4 7.0) 


全 地 層 の 厚 さ が 津軽 油田 の 殆 ん ど 2 億 に 達する 事 は , MKC Bink A 
HOE EO ERE WYO 1/2 に 過ぎ な い PEE CIES, WES LIER ST BTS PE 
た る を 失 は な い 。 

基準 訂 と し て は 西山 , PHO MAMA Cie PS, PON CK ECO HA 
島 層 を 含む ) を 撰 び , WILMA RETA, Fo BR 探り , その 構造 
分 析 の 結果 は 第 $ 表 に 掲げ た 通り て ある (第 2 1K PF Yo 

この 構造 園 に 就き 最も 注意 す 可 き は 東山, 西山 (中 其 油 帯 を 含む ) OM 
油田 が 夫々 別々 の 地 向 釣 帯 を 形式 し , 雨 者 間 に 兵 まき れる 中 越 下野 は , 津 転 下 
BRO IBE ¢ LO, PALL INR OO — PEOPMTROTR ABC MAF U, FER O Pra 
IRE AS BCH So PUI OFS HOM ¢ , 中 越 下野 が 最初 よ 
BR BHD MS 2 UC MEME REIKGE IC (HE LT t RRC HES , kG 6 FED 
SHEA Ih OPEC, S OUD HIS HEIR O PBR OTe hi k OO, 中 
CHARI eA TS EOTHS 70 

炊 に 注意 す 可 き は , この PME BACHE PHT TOW IL ARR TS 
(tL, 東山 油田 側 は 著 し き Re BT OE CHS, IMU T CO BAP 
は 少く と る 小千谷, HALE, SR DHO Reid eto & FB A he OFA A 
BCR Tb 成立 する も の で て あめ, UCAPINTO Be HET O TOME 
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Ay 


本 154(22) 
3 
me AD & GR 


DA 1. PIE AA HS D B FA UNDIES OD 1: RI) 2e BE AL A DTH DALAL IE 


第 = 
wg Om, | Bw | Ss. ; 
I -- e <n eG I ae 
pug eT ZF a CE ~ ke 
CAT L * Sey. 
qi UIT 
a] A} HE HE oO 7 
第 四 fas] 


Zo 


iE. [a] Rh HE HE FEB 
OSM OWKRE EOE UT HHIRE RT AME (又は その 初期 の ) OAKBROD Hae Te 
ZINE SERB UE CHS, thi し て 以上 の 構造 分 析 の 結果 は , MOMS BLAKE 


の 作成 を 可能 な らし め る も の で ある 。 
; 3, 4 [ld PENA Zs SIERO RED 


で ある 。 FASE EMRE OB 


DEAD BEAL を 示す も の 
て で て , その IVA Mth ROMA, 
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TL, LLIB ERI LOCH SD. LOMAS RMOHERMAEC 
HERR (S) (FEST UES SHRI ML, COMMS Meteae で 抵抗 
a) CAA) Ce) OM SWE CHS. Ail © OWHMCATHEOIRB MEI 

SROCTS FULAS WII O, HORN ANK HISAR ICSE << BOL, 筆者 の 所 
ABOU 22 ES STL WHS TIL CMRI ROT PAGE IS th 
AEC, AiO BA) Byld BK A HEME Stu PARES RA IC ED OL, BED 8 PDK 
+504 RYN, ACK 4 4 eh WA SO Mh HM S HAC 76 Hh PAF & te 
© Pa FICS te BBA EOS FAD OY BE AKA IEST SZ MULCH CE 
PASC Id HA HD ARBB E70, — ADIL BELG e SE, BUC VR AB EAL 
する に 至る も の で ある 。 この 期 相 に 於 て は , 前 期 の 背 鈴 構造 の 冠 頂 が 縮 辿 
半 形 し , 重 質 な る 石油 の 場合 に は , AUPE HO IAB AEF BBB SP 
に 残留 する 例 な き に 非 ざ る も, ICE OB WB CISD 1B By) 
が 行 は れ , ES Hi LI TRUM LMS ZI 至る も の で ある 。 MOM atk 
RECA SB UBED 如何 に し て 行 は る 可 き は , 廃 明 を 察 せ ざる 所 で あら 
Jo 

IME 第 3 園 ) の 場合 は , YER, Bb MARE (I) ite 

f(s) (BBE L, PRLS Che eC) FURIES Ce) Be 
(So COMER HIMOM <, AMOMMN Lt UCL—FEO FT D VE 
MeBtszDCHSD, これ は 造山 作用 の L 挿話 に 過ぎ な いも の で ある 。 
何れ に し も この 中 央 部 は 暴 積 が 蘭 く , その 隆起 量 の 如何 に よ つ て は 海面 上 
(BEM UCHIED 8 NBEO る 謀 で ある 。 前 に 述べ た 東部 津 刺 油 用 の 奥 犯 線 
以 南 の AEA, 6, ERROR APE, 町 居 等 の 石油 兆候 地 の 如 き は , 7 Ut 

Pb ROPER IDE ROS LS BIA 2 RU, TO LI Aa, AE OK 
NHS SHUDH O, BAG BIE BOMEN & O, RED AMDT 
ERUTEDMHee BAA BBL COMBO M 3 LS UP BO HE BURST. 
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ts “ABI 5 Uy その “LARRMERE RRS に は 再び YEE LCR 9 うけ た 
LOC, MSM OH: REINA 22 OC t ORR SEBEL IED S DD 
出來 > これ も 一 種 の 幼 吹 袖 曲 に 局 す る も の で て で あらう 。 

中 越 下 野 の 地質 構成 が 果して 上 例 に 類似 する や 間 や は 今後 の 研究 問題 に 
WBF STE’, 上 記 の 構造 分 析 の 結果 は , 石油 衝 察 上 。 BAM A を 奥 へ 
Bo 殊 に 上 部 層 は 下野 に 至 つ て 多少 その IBV 2238 LU, 堆積 filze gh > % (ein) 
が 認め られ , COBBLE & し て BEORPREVE BH So 然し 同 部 に 
STAPH ORD 湖 想 せら る ゝ 豆 , 河田 と し て の 可能 性 は 大 な ら ざ る 
も の で ある 。 

上 記 の 中 越 下野 の 南端, 小千谷 廣田 呼 屋 の 断面 に 就 て 同様 な 分 析 を 行 
Le, HET TORI 20 TE LIE Ae aR Ly 2S PRIZE DB REE SH 
を 見 る も の で ある 。 また 北方 の INTE BEKO 断面 に 於 て も 同様 な 傾向 が 表 
示さ れ 越 後 下 野 の 人 複 雑 性 を 暗 示す る も の で ある 。 
結 言 以上 の MARAE, BOM, RE SMA 過ぎ 無い が , そ の 
ARIS kG, 中越 雨 油 田 の HREM eR する も の で ある 。 こ の 分 
析 法 の 適用 に 際 し 注意 す 可 き は , 補 曲 の 作 園 に 於 ける 任意 性 の 潜入 する 調 
RHASMCHAS. MEMO 作 賠 を 一 定 の 方 法 に 従 つ て 行 ひ , BNO Bt 
その 極限 を 求め て APL GH Ze TED BD te GS. 個人 的 差違 は 可 成 り の 程度 に 除 
却 さ れ 得 る ぁ る で あら う 5 。 BAL, 第 2 ORM, 西山 雨 油田 の 断面 園 は 伊木 , 
大 村雨 氏 の それ 等 と AGES, また 東 津軽 油田 の それ は WROTE 
本 的 な 差 赴 は 認め られ な い 。 ま た 構造 分 析 に HOTA, KABILIST GR 
上 部 の 砂 質 頁岩 居 等 を 基準 層 に BBE LIED, これ は 云 ふ 迄 も eS BK 同庁 
の み を 取扱 つた 斉 で て 無く, 中 下部 の ARO Laut 少く と も 調和 的 に 補 曲 
する と 云 ふ 優 定 に 基づく も の で ある ぁ る 。 想 UTCAHOT ihe LRA, 
一 般 に その 間 に 著 し き 堆 積 間隙 を 有 せ ざる も の と 認め られ て 居る 。 


弧 191 研 Fi Hh 次 本 157(25 う 


AUPE LOM E UT, PINE MOM HE NOMS, 或 は 秋田 
池田 の 北部 , 西部 , 阿賀 川 以 北 の 越後 油 HORS, WLS A MFO PAB IK 
し き 堆積 間際 乃至 不調 和 福 曲 を 示 し, 然 ら ざる も 往々 に し て 或 る 座位 の 堆 
積 相 裳 化 を 示す が MS HB (大 河内 の 寺泊 居 , 新津 の 椎 谷 居 下部 等 の 木葉 
MEAS) が 稀 れ や で 無く, 本 邦 の 合 油 大 の HUA HAESEE OO 碁 だ 複雑 な 
る を 思 は し め る 。 若く 木 邦 の 新 三 紀 層 は 一 部 の 距 者 の 主張 する 如く 或 る 特 
HED SEHR) ATA] IS HH DS 完成 され た も の で 無く , DPBPEZ SD HUM RAED 
特性 に 従 つ て 堆積 の 党 初 よめ 補 曲 的 運動 が 開始 せら れ , その PRIMES WT 
現在 に 至る も の と 解す 可 く , ACO MEO AL MED 認め 得 ら れる に 留 
EHEDCHS. COMM 前 記 の Mca AHIR HO, 最も 注意 を 要 す 
の 0 

相 管 の 面積 を 有する 油田 に つき , HKD 断面 園 を 作 つ て その 構造 を 知ら 
ん と する の 無 意 味 な る は 云 ふ 迄 も 無い 。 最少 限度 に 於 て 走向 に 溢 . ふ て 500 
m AEC Bees MT fel DW LECH OO, AARC HU te BOIS Hic TO— Bil BA L 
た に 過ぎ な い 。 MARS < MBE TS EET NE, 以 て 本 邦 油田 の 構造 が 
JIE PAE S tv BBS SO, AUREL, BEE Te ARR Ze Te OE LAE SRC eG 
29 

DL EBED Bl, CL) 構造 分 析 の 結果 は 筆者 の con- and insynclinorium と 
Al < BGR IW, 中越 下 野 と その 記 胃 裕 申 甘 と の 構造 的 特徴 を 明か に し, 
電 に 定性 的 の みな ら す , 定量 的 に 構造 を 明示 し , また 本 邦 油 田 構造 の 大 拉 
本 型 の 存在 が 知ら れる に BOK. (2) 地 向 斜 地 塊 と 抵抗 地 塊 と は , kw 
(cB L 45° ょ 80° OFA LHC 互 に 殆 ん と 直 変 する 堺 線 に よ ょ つて Ail 
接し , その 断面 は 三角 形 を 旦 し, 前 者 は 頂 角 を 下方 に , 後者 は 上 方 に 向け , 頂 
殺 は 90° ょ 80? CHS て ドゥ プレ の BERR に 一 致 )。 (3) HOTA 
な る 地 記 は 一 般 に 可 播 性 地 塊 の 深度 が 小 で , ELC HB TV OD ae BS Hl 


本 158(26 ) a A BE hy Th OR img 192 


BSH. MARMARA S 補 曲 軸 , SESE A LIL, WORE (RL 
ABV bE HIBS IIL & PAAY eT PRO, LIP eo SBS A EI 
[LS (ウィリス の 寅 験 結果 に 一 致 )。 火山 活動 は PPE PEMA D BRIE AK 2s 
DUB OD IAI LV, (A) 構造 分 析 の 結果 は , HIRO 8 lal D4 G 
れ , HOE ie Ze AO (RS LILI A RAED AR & He HE L, BEA CE Ail 
JMB OD AS te (a ae YD 7x RRA LS (5) AFP faery Be aL Uh A 
WH Ae PHU OD PRS D Ee IE BAC dS WL RESTO ee RI 
(PASC IO PAPE TS AO ATS GD, Pra PH NTA OBRAS b, 重要 な 
FARO ALN Z CHA 11 年 8 月 ) 


ez Oe SA epee (Thulite) (CRT 


ye BP AD ee 


H KR 
le oe (Vik eo 
II 結 品 並び に 物理 性 VBE FIC BR S = @ FAR 
TIL 4b 2 a 
I 緒 = 


DU Se Es VLAN UE D HPL BES BUTI = 7 BRS HEB OURS 
01K 0, SE SHIR LCbS, =) B(—-B¥IBB) CIWS 
OO WRERAT Ob S Dt, NS その 名 を 知ら れ , LEME WACHS, 筆者 は 東 
ANA AEREAB (6 SAE BIG ED 御 薇 示 に 共 つ づき, ZEB IED ME OWT 
究 に 従事 し た が , AR BRT SIS 成果 を 得 で な な いと 等 四島 の 中 で 
&, WAS hii BAS 6, AOR A S AIRE RHEE 21 FOOT, 吾 く 


eH RM OR 815927) 


» PEGS Saas RETO, 佐藤 Ce) Behe x Oat rae WF 2 
AUG, ALAMO win Pegi a 
FRAIL OMS L< BERS tut PEW te ay aL, BG Ly “ Thulite ” 
を 見 出さ れ , AARNE os 43 AEH REGE IS 於 いて 艇 表 さ れ た 。 か さく 
し て “Thulite ” は 一 般 の 注意 を 呼び , 本 邦 各 地 か ら そ の 産出 が 報 ぜ られ る 
= 至り め ,“ 桃 氏 石 "と いふ 日 本 名 も 興 へ られ て ゐる 。 東京 帝 大 理 患 部 片山 ・ 
ANS PAS Ik SESE UA GIES Zed Uy 接 鎌 中 物 を 探 集 きれ た 。 筆者 は GRRE A: 
の 御 好 意 に よめ , COPMEMO 多 敷 を 恵まれ た 。 中 で APRIL 筆者 の 訪 
れ な か つた NAW HRA LET ALOT, その 標本 を 得 た こと は 此 上 な い 
喜 と する 所 で ある 。 こ の 磯 物 に つい て 調査 し た 結果 を 報告 し , も つて 伊藤 
先生 始め 講 芳 の 御 厚 意 の BS (AMD BES BU, 未だ 共生 災 物 に つい て は 不 
HOME HE PES WICH GPA THERM IT SIL Uk, BAREMOR 
細 に つい て は MHRA WL. 標本 を 賜 つ た 伊藤 先生 , HI - BURR 
に 種々 御 教 示 を 賜 つ た 北大 原田 ・ 鈴 木 十 先生 , JUDO + ea PGE “ELS 
IE < Hig EWS « 
Il 結晶 並び に 物理 性 
RR つい で 見 る と ) 02mm 以下 の 小さ い HE UT 
産 8 未だ 結晶 形 の 明白 な も の を 見 な い 。 < HID ARM Hh 
で あつ て , この 方 向 に PFC BAROBAOTINO BA DH 5A B0 S 
tO) Ml ts aM GILLS PRE 全く 同様 で て , た ヾ 延長 の 方 向 を < He TS 
か b 和 軸 と する か の 差 あ ちゃ ぁ る のみ で あぁ ら 。 獲 立 の 結 曲 と COMI SS LHC, 


lL) CRE teEFee— Sie Wem) & A924). 

2) A, Saté, Proc. 3rd. Pan-Pacific Sci, Congress, 803 (1926). 

3) WMA BSRS CA CME bike MECH Lom (ceF SL 
PDRBOEORRKIER LCOS 
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石英 , 長石 等 の 間際 を 埋め , 不 規則 な 形 を あな し て 産 す る か , KO Vis 1mm 


を な し て 産 す る も の を 示し 第 3 LI LAMM ET § の を 示す 4。 

硬度 H=6. BHAI KOT 3.10" と 得 た が , RUMOZMONC ART HMM ¢, 
HMAC 130%O Ms, 5.7% の 方 解 石 不純物 と じ て 有 する こ ト は 
を 知 つ た の で , ZIM SAME LAO, 炊 の 如く 決定 し た 。 dy’ =3.23 pep 
度 FH4, BRIBED IPAS Bo 

DE He) ISE, 肉眼 で は 淡紅 色 , BI CF U7 eee. Bi 
下 で は 無色 , FOS RETO THAD FC EHO, Z pElhiw Siam 
MED TSMR KITS OO AL et Kiddr, MAE GS o DWC Mn 
OD JX Heth 0 HEV, Y — 2 PR PKILSE LiKe BT 5 

JOH IL ES PAO A wae, 即ち < 軸 の 方 向 に 垂直 で て ある 。 換言 すれ ば 
光 軸 面 は (001) で ある 。 従 つて < 筒 の 方 向 に 延び た 結晶 で は ,c=Y CH 
る た あめ, MEO IELTS IER MRO 場合 が ちる 。 — AWG (zoisite) 

こ は 光 筒 面 (010) の 場合 と .:(001 う の 場合 と 二 通 りあ り 0, 前 者 を czojisite, 後 
者 を H-zoisite と UENO) CHS dy MW LG HED % Oik 』-Zoisite に 属す る を 知 
Do wemgikl= & O We UT IMPS IL-KOUM Lo 


a T-7O5 
ip aie sa oaks 6) © cee oi70 Fe I-7 LO 
go CO rr Q O05 
/ 
Ae UG tte stees 0-008 


ICSAPEILIEs 2V po HR G OMS FU ee RS 5c OR Eo 
は , X (Ca CAI COLO) OSE & BiksrS / OI Ch BBS 
LECH So WS HBO IAKOMM < HES 204 6 

x =D: Y= =o, 
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oe 
= 
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With Pie A ORK GEEKS tet % ©) 
Capes. -09y Peo Woes. RG 
O+G.. Hiiia +P The BE fie A 
Ap…… ア フラ イト ( 叉 は 優 自 質 ペ グッ マ タイト) 
WK 


weUCE ES hen 
平行 = コル x38 
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4 , 


RA BEE © BEAK CURE te F % Od 
BEAK (Th)? o LRU AIC HARA (Ca) OPE s eat 
平行 = コル x45 
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Il 化 # KR 今 

DERIK 27s UTA RA FORM CITES 5 EO 細か い 粒 の 集合 
で あり の , HARD 2 Beli it UNI LYE DC, 肉眼 で は 多量 に 認め られ 
た が 分 析 試 料 に 供し 得 な か つた 。 MIMIK St OILS 2 fC AT HONS, 
比較 的 純 炊 に 産 し 且 分 訂 も 容易 で て ある か ら , 出 来る だ け 紅 人 色 の 強く , HAO 
設 め られ る 様 な 部 分 を 手 撰 し , 試料 約 0.5. ゲラ ム を な 得 た 。 AIL UTR 
鏡 下 に 見 る と) 方 解 石 5 し い 剛 酸 監 と 石英 を 相 温 に 含む こと を 知 つ た が , Mm 
RIL BR LA MEATS, 比重 測定 に 用 ひ た も の を その ま ・ ヽ 分析 に 供 
し た 。 分 析 結 果 は 次 の 第 一 表 の 通 で ある 。 


第 - 表 
Wm Js EASE Sake a 2 1 


の 3 tk 
wl % see 
I II 
| 

2 88x6 
3G は = CI en 
OPO Se ly a oe sige oe x. 
AlsO3 | 26.04 258° | ‘ 

2 263 88 
Fe,03 0.74 5 er 
FeO 3.30 47 

_MnO S21 O24 BY ip ie 
CaO 20.02 857 65 
MgO: - 0-48 » 10 iy i 

| H20 88 
I pe ae A (cde 62 
H,20- 0:15 

99.87 


= OSHA CK IE H20+COz OMSI LW bY THOM 
この H20 の 外 に 第 一 表 に 記入 し た 華 。0* つ は 次 の 如く し て 求め た 。 試料 を 
Sy {VBE Ade, 222 PEER F OFEO CH FD 入 赤 熱 程度 に 加熱 し 
Hus 4 HO 及び CO, vFER LED CH OR. CO。 は 徹 量 に 止め , 
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HO 2 し て は 015% eB. LOK HOC LT SIL RY 
BOREL BIEN SD, BOL MBCA LEI S62S HL bi 
WI SEDI EMCOM <A LK. KRU T ti Tks eH F OS EIS 
iE A I IA ER CH SD, 大 切な 事柄 て の る ら 。 
第 = R 
be GE Fi ic TRS AK OBE S 


| eT | ashe 

pk fie Zi | H4(Ca, Mn, Mg, Fe!) 4CAl, Fe") gSig O25 88 81-38% 

| At He | SiO, 216 13:04 
| Ot We i | CaCO 3 63 5.72 
| (100.0) 
Bye 0) H,O 及び COs AKOM<S UTHEE Lito HO RGOs 


の 全部 が zoisite 4>F-v1ES LAX, ZIM FS LO wit, K 
に Bist DG 20) H.O を 控除 し た 残り を COs と し た 。 次 に bitD 
R303 の 全量 か ら 計 算 し た soisite 分 子 中 に 入る べき R703 O 量 を 求め 
SHI KOT RO PEZRINKO, Bot R'Q と 先 に Bape 
thy GRE Ut: COz と を 比較 し た 。 

第 一 表 に 記入 し た 加 く , COWIE R40: COn =65: 62 Le OY, mee Whe 
石 の 成分 に 相 党 する を 知 つ た 。 全 SiO。 中 か ら 5 上述 の zoisite 分 子 中 に 入る 
べき SiO。 を 除い た 残り は 石英 と し た 。 か さく て 分 析 試 料 の 息 在 確 物 成分 と 
し て は 淡 の 第 三家 の 和 如く な る 8 

この 結果 は 盾 微 錯 下 に 見 た 不純 物 の 種類 並び に その 含量 と よく 一 致す る 
の で ある 。 不純 物 の 量 が 稿 大 に 内 し た こと は PR CHAS DL, 上 述 の 区 第 に 
KO, WS HE Bb o> zoisite (HAT Moh 2 BOL LILRES BRM D Ze 
いと 思ふ なほ 不純 物 を 石英 及び SHA OA EL, ZMK Se F- 
WILT EROM<S iL keA, 


iis, 199 Birt sere) By ae # 165633) 
第 = 表 
Be fie Fi 2 1h Bb Me op 
1 ee Lies 4 I の 7 
d | 3.23 3-519 Be co Me ae [SD 3:22 
SiO, 39:26 | 41.72 | 42.81 | 40.05 | 37.95 | 49.19 | 37.86 
Al,O2 | 32.08 | 30.20 | 31-14 | 33.10 | 25.73 | 24.26 | 381.78 


Fes203 0.92 3-19 2.29 1.12 9.69 3-38 0.90 


FeO | 4.06 OE 5 Beene eee ea, JP weiss | wate 
MnO GiZOueeswestaMel sete A Seas O47 1-62:b)| 0.47 

| CaO 20.83 | 22.29 | 18.73 | 23.93 | 2410 | 19-90 | 25.36 
MgO 0.59 tr 1.63 O22 Le | Mises ali ee cecer 0-11 
HO | 1.97 2.21 0.64 2.08 1-87 1-39 3-80 
Be a cc TSG) sonases hy eereere f ooecee ae ence 
計 | (100.00) 99.79 | 99.13 |10049 | 99.81 | 99.74 | 100.28 


@) Few, Cb) MnO» 


産地 kK i 


No. | it 地 分 析 者 x ik 
CL) | Sanit es Bo Fe | a 本 Oe 
(2) | Leiperville J. Eyermann Zs, Kr., 54, 98 (1914) 
(3) | Tellemark, Norway | Gmelin J. pr. Chem., 43,34 (1848 
(4) | Pontant d’Aleu A. Lacroix Min, d, Fr, I, 180 (1893) 
(5) | Rotenkopf, Zillertal | F. Grotz Mineralien Tirols 5431913) 
(6) | Pilar, New Mexico | S. B. Lippincott Am. Miner,, 99 805(1935) 
(7) | Borzovka, Ural L. Shabyin:n Ref, in N. Jahrb, etc.( 1935) 
Hao (Casso Mns.5 Mg,iFe4.5) (Alsgs Fell) Sigoo O600 
次 の 第 三 素 に は 末 純 物 を 除い た VDE AEDEET OLA eH, 更に SEDAN 


られ て ゐる 分 析 例 と の 比較 を 試み た 。 
Iv 産後 及び 成因 
Wi REPRE It BECO AN < rah Het BROT 産 す る が な , 桃 
NEA OBIS KOCH? BREE CKL FADED &, BD ZH 
i CIMEOEM LSNS CHOU AYA BRD BR REC 
PVA. UTCIRIA 182% (endogenous metamorphism) か 受け , © OfLOAIKI— 
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te WR 24 U1 BD LNBILI Do 少量 の > シンガ ン も この 際 外 部 か ら 受 入 
RIZED LY 52rSD, 然し この 程度 の 微量 は ペグ ャ タイ ト 残 築 中 に 存 
FELT HOHE LTABRAILEO DTH So 

POE AIL ERR D2, MEIC Lb HS ORD UT, GTO SO Les 
RE IO ME 2 HET SLD Wi SOPTO BEBE HOC, は 佐 
WEI OR Shit. + oe wy SR eH t FS, マン が か ン の 合 量 の 多い 
JERE BMAD dO, ROXAS 2A RIL KOTHORD |, 種々 の 接 移 
夏物 を 新 ら し く 生 じ て ゐ る 。 WIRE IU TRIE CABS BD EES ABE 
(SLA ORE &, ZR MOB LILES SIL} o iad iE O 
PIAA 2 ad bE OBS & JER Pb Ze FRI Ze hie 
D fier (xenoeryst) OB 2 & OT, ZBI TH kMTHOED NS. Fe —liil 
PEA IL GB DNA LO ROPE EO は 後 成 の も の で , 分 析 に 用 ひび た AK 
We2e 7 EAT HPA ERE 22 AYE ~ T B75 6 

PRET OMI % BILE LK MWT SHC, TA LIVWke TF > MOM 
分 を 決定 する 必要 ある は 云 ふ まで も な い 。 第 一 園 に 示し た 如く 7 右 炊 岩 
(Ca) に 白色 ペグ ゲ グマ ャ タイ ト (Ap) が 接 鼻 を 鋼 へ , EIR (Wo) & BRE 
C?)+Hiiiea (Liab 7) (O+G) を その 間 に 作 0 り , 更 に 錠 短 の スズ 
Dv VNB 近い ペグ ダマ タイ ト 中 に 桃 潤 石 を 生じ で ゐる の で ある な, BBR 
Whites & the &, 密接 な 成因 的 闘 係 を ぁゃ つ 夏物 は , HEA eR UY Tk LO FED 
ED Citic <¢, MOT eat tPASBCe ENTHS GEE, 
humite AM, prehnite AMM, WHE ROS ov 21 b AAO WMS Cad 
At: WHEN: BRAD BUD CAS PCLRL 重要 な 成因 的 意味 
BVA Ol WRES LS, ~ Pe a4 b ICTR L LT ES oe 
OO) BC, THEA IES & OIE “ white {k” し て ゐる の に , WW AP Ia ts 
We Oleg oleic Ute Hele Maile 受け て ゐる だ け で ある の は , 注意 
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TNS BACHS LBS. ZED IH SEL ¢ 吟味 し た 後 は , BRET 
INIA BE UC % SEU BUR DE HIBA LD LECT HS, 

PIL 不 規 則 な 形 や も つて 産 す る が , BPR LIL EULO Dh eas 3 7 
Wo TY MANGE LD ORME RS BADD 0, TEAC MUL RO 
TH4So 

V #HRACHS 3—=OR 

ASBO= BRO THEA LIE OB, RUT zoisite に 属す る も の か , wit 
clinozoisite 中 に 包含 さる べき も の で ある ぁ る か を 吟味 し て 見 度 い 。 従来 報告 
さき され て ゐる © Thulite” BRC OWT 8 KAKO TC OMWD 問題 で ある と 思ふ 。 
“OPI, 「8-zoisite な る も の は clinozoisite に 一 致す る の で は な いか 」 或 
は 有 叉 「clinozoisite は f-zoisite epidote 系 の 一 員 て で は な いな が 」 と いふ 問題 
と 重 犬 な 開 係 や も つて ゐる 。 尽 -20isite と clinozoisite を ー つ に 纏め や うぅ と 
FBI, WE A. Orlov が 張 調 し て ゐる 所 で ある が , MEOW WEB 
AD KENDA A. 然し Hy.CayzAlgSigOQrx な る 分 子 が , a-zoisite, 
f-zoisite, clinozoisite の 同質 三 像 て ある と する 見 解 よ の り も , 少 く と も 可能 性 
が 多い と され て の ゐる 様 で ある 4。 

HEAE P-coisite と 云 は れ て ゐる も の は 産出 稀 で , MAI & KUWORD dS 
結晶 系 が , F-zoisite LBD rihs, Clinozoisite LBR ARIS & OSD 
(PAA OMNI BASILE EOL 思 は れる 。 Rosenbusch-Miigge に kA 
t, P-zoisite [SRP Be ST, CORD a-coisite 及び clinozoisite と 
ば 異な る と し て の る 2 様 で ある が , Z EMA PBC ILE ORV OTIHS 


1) A, Orlov, Sitzb. konig. bohm, Ges, d. Wiss. II, Nu. 19 (1926). 
2) Rosenbusch-Miigge, Mikrosk. Phys, etc, Sp. Theil, 390 (1927). 


_ 16809) At ie: as “4 Bhi ee #202 


Edy With EOE COUNT Ik ARADO 可能 な の で , これ 
6 ORNIOW TRO AR BT DS LL DT AZ D, P-zoisite, clino- 
zoisite の 何れ と も よく 一 致し , COMM eA — FEE SH Orlov DFT 
成 さ れる の で ある ぁ る 。 然し 強 いて この 両者 の 何れ に 属す る か と 云 へ ば , HH 
FURST Se Lb, CUT ORO 通常 の 貫 嘩 石 と 境界 不明 の Siti 2 
FL LO XMS, HA clinozoisite と する 方 が 稀 営 で は な いか と MB 
れる 。 

そもそも “Thulite” は , “桃花 の 如き 美しい Aa wAU te zoisite の 一 
BE. UTA CIT REOTCH 4B, 之 が 果して clinozoisite で あつ て 
は な らら ない の で ある ぁ る か 有 訟 か 明らか で な い 。 ぁ EE-20isite) と)」, clinozoisite と の 同 
定 問 題 を HAT, c-zoisite を も clinozoisite Ot RABIN MAAO 結果 と 廃 
表す る 人 が 少く ない の で あぁ る から, よし ん ば clinozoisite THOT, Z% 
“Thulite” と 呼ん で は な ら ぬ と する の は , PACHA Lie APR LESH 
Wo 

LX “Thulite” は 必ず マン ガン を 含む と る も 断言 出来 な い 。 要 する に 結 庫 
系 や (EMD EMER, PIL ORD 6 命名 せら れ た も の で ある 。 DM 

も Ree AS Skike Akin Camethyst) と 呼ぶ の と 同 断 で ある 。 Rosen- 


1) P Niggli, Tabellen z. allgem. und spez. Mineralozie (1927) s. 244 

に は a-zoisite, B-zoisite mA fre wd LIBR 

a-ZOESite 2 oy Ney eae) 

6-zolsite setae X=a, Y=b Z=e 
Ra SHEIK FER LCOS, 2 °Cld a-zoisite, B-zoisite, clicozoisile o> = 4% (x 

FEA ALIS KOCW FIC BAM S te SCH B As, Hi] fe SB MRICH IU Tht 

PW = KE ire PE SH LPW A Gteur, 同じ P. Niggli: Lehrb, d. 
Mineralogie, II. spez. Min. (1926) s. 620 に は 

a-zoisite...-.. X=c) Yo b “Za 

B-zoisite.-..-- X=b, Vise =Z=a 
LU AGAM DiC 3H U ORB LEM LC SMHEASL, LMOMR 
(LROUH e SRIMRICLSELOCHES 
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busch-Miigge (1. c.) に よる と , [+ ow > eBRICEA|, WEIR THE 
な 多 色 性 を 示す も の を Thulite LMA) と いふ 様 に 記載 し て ゐる が , 之 は 
2B BERL SE MERCH So MOMS ERO & UTILS 2 9 > ie 
ifefa Cmanganepidote) 即ち clinozoisite と piedmontite と の 中 間 種 が 指 さ る 
れる の で 従来 “Thulite” と 呼ば れ て 來 た も の は この 定義 に 適合 し な い の 
て ある 。 

Pith OR talk 勿論 > シンガ ン の 含有 と 開 係 し て ゐる の で あら うぅ が , 紅 熊 
石 を 定義 する 際 に 重要 呈す る 程 多 量 の ャ シン ガン が 含ま れ て ゐる 必要 は な い 
OC, MAUR ¢ ik IVE O MnO SALES OA, BERR 
i3HO CHS. MILA 果す る の みな ら は ば, MnO が 痕跡 あれ ば 足り る 
の MnO が 0:5 玉 附近 合 ま れ て ゐる こと は 等 鶴 る 鐵 分 の 食用 ば よ つて で て 生 
TLSRRED Beri LT, FR CH eB LDS に 役立つ て ゐる 
4) t dro 
SEL tte AEA DL OUI te BBS tro bw, 
iit Mn ¢ Fe は 互 は に を の 色 を 的 し 会 ふも の > 様 て ある 。 この こと _ 
(LAE DN AORN FED <> 27 > DEBI, <> 2° = Gp, SEBO (= O 
WY CHRULTOS MC, MTOM = ~ 7 DINO 6240.21 
で は な いか と BALTES. POR AMICMO T ba e2BT IRAE L 
THAOZ Oo t PRP ZORROTORUOTLAAZS OD 

要 約 

OBRRE ES 1 th WTAE IC HET S WUE RD DAL OO Baier CI ALPE HE 
Ai) を 調 ら べ , 次 の 如き 結果 を 得 た 。 

Ci) © 軸 の 方 向 に 延び た 結晶 で て , ERO AM PATE PAD Oo d=3.23, 
X=b, Y=c, Z=a, 即ち f-zoisite 型 で ある 。 AM CAVE, 鏡 下 に は 無 
色 , 多 色 性 な Le 
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Lrrsrnnnuncsves I+705 
fe I.710 
ya a a inte! leks 0-005 
OPAC ttt tee cee 0.008 


C-)2V hee 

Gi) POR RAKMIM E し て 13.0 巡 の 石英 KILO AWS By Z 
を 控除 し た も の は Heo (Casso Mns.5 MgisFess,5) (Alsss Fety) Sicoo O2500 と な 
6, 正しく 20isite 分 子 に 沼 る こと を 知る 。Fe!O の 多量 な こと の み が 従 來 
報告 され た 分 析 例 と 異な る 中 で ある 。 
Gi) TIES FERRE AB IL, AR Ze TR ts SOE BE Ae et D5, DLS 富む 
ペグ マス タス タイト に よる THe, その ペグ ダマ ァ タ イト 中 に 一 種 の 内 生 和 的 接 
鯛 愛 質 の 産物 と し て 生じ た も の で ある 。 


Cita = Pkifeza “ Thulite” を “pink zoisite” と 狭く 限る な ら は ば, 明神 誤 
FEOMMDIL clinozosite で ある 疑 が 存する の て , “Thulite” で は な いか も 
知れ な い 。 然し 今回 は も つと 廣 く 解 間 し て , RR FAO BENS OTF OWE 
物 で て 桃 紅色 を 帯び て ゐる & Ove bikie “Thulite” と 笑 す る こと ゝ し た い 。 
WR NS BEES BND FLL, FHEROM MLS LS MRS SCH AG 
も 利便 を 得る 場合 の 少く な いも の と 信じ て る ゐる 。 

( 了 昭和 十 二 年 二 月 Ab See APRS Hh PF pny Ba se) 
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4857, BRO—183-5°C [CHF S PRE 
Osterberg, H. 

筆者 は Lippich c{KZ=7°) * a fis 
計 を 用 ゐ , 石 英 板 に 於 ける 温度 の 旋光 性 
OWS 3 ES AAS V WERE —183-5°C 
ICSC, PIERRE AHS DSS RWC, H 
AIL Ze OBL AYR, CORE 
POMEL AER LAD SBS, 即ち Han 
PRX Vt ESM PS SBS, BM ba385 
の 場合 の HBB Lo AMO 4 fo wie 
(4% & y RUS) Oy RUS FRARE 
HR Awe T. (Phys. Rev. 49, 552~553, 
1936) (KR) 

4868; BvD)’ BORE Morey, G, W., 
Ingerson, E. 

PUK 3% NazgO-CaO-B,03-SiO, OFF 
究 に 於 て Morey (ix v7 y F CaO-Bo 
O32SiO2 の 燈 融 を 研究 せり 。 二 成分 系 
CaO-SiO。 に 於 て , Greig は 不 混 和 限 界 が 
27-5~0-6% CaO に 存在 する 事 , 二 成 分 系 
CaO-B20:;』 icc Carlson は 23~0-2% 
CaO FEF SHE MNV, PKHZ=ER 
BR CaO-ByrOz SiOg cH B KIB ATE 
を 研究 せり 。 こ の 結果 に 依 た えば, FIBA 
if OPE AD RAIS SHY 7) 
は , 996°C 以下 の 加熱 た に 於 て は BML VS 
れ ど る も ,1002°C に て 長 時 間 Gram 放 
fas SHFICIL, HG MILS ( BEL, 二 液 


Hes Fo BY TY) AO CRB univa- 
riant equilibrium V-+L,+L.5+Ca0-Bo 
Os に 相 営 する 温度 ょ り は 低温 に 於 て 現 
は る 。(Am. Min., 22, 87~47, 1937) 
CR 

4869, ALHRADPBRA ICKSRR 
Spaenhauer, F. 

He xc E, Dittler 及び A. Kohler KK 
PTATM KES KESMERT (M: Pz 
M. 45, 1932, 252) を 経緯 鏡台 に て 測定 
し , BEMIS OMT, OM MIG MO 
ODS StHRUT OMAK Ou CH 
究 し , MER RIC LS PRAKTORE 
に は 15% An 得度 の 謀 差 ある さき 事 を 
結論 を Y 。 (Schweiz. M. P. M.13, 356~ 
365, 1933) CyB 
4870, XUBPOMRAOBBRAI SE 
る 統計 的 研究 Wenk, E. 

Siebenbiirgen 産 の Andesitbasalt 及び 
andesit POA BA COX MMRRACE 
っ つて 主として 2 An LEMOMML BH 
SAD IC Pe eR EL 試み た りら Parallele 


verwachsung 及び Regelung に つき て る も 


DUC AER US ERM ER S 200 fo 
Fl achenpol を 投影 し, これ を Reinhard 及 
uw Berek の Migrationskurven と 比 較 そ を り 
(Schweiz. M. P. M. 13, 205~219, 1933) 
CE I 
4871, Cascade }AShO BF “RE 
mB” 
Cascade 火山 の 二 三 燈 岩 中 より , 色 ,; 多 
色 性 , TBR 重 屈折 色 等 SR EE IC 
MOet SMM ie FALSE Bis Y 


ARIE Aik Cascade 燈 岩 中 に 普通 に 見 出さ 


Verhoogen, J. 


抄 36C40) 


S 4h OW Tite S orthopyroxene, diop= 
sidic augite, pigeonite 4 2 Jk jc 2h b 
eV MRR AEN 7d ROBES Te eG 
CS Rie 
$$ S ‘OIC TAB DRI T 426° な る 
ENE ee es eee 
性 , 色 . 重 屈折 色 の BREIL, PAIGE I< SBM 
FES tLoOMLo AwHeL AT Sd 
DNS Cis RTA AE OS HP HIS HT Fo 
清光 角 は 10°?~16° K FER ICBRIE ST SY 
MAAS F し き 獲 化 を 示さ ざる も の あり リ 
JR DT ASS ME TIC LL 3 1-705 te 
SOtL, KEM () 2V=65°~85°, 光 
軸 面 (010) IC Bip, Bas BMe HK tt 
FATAL GPS 2 HEF (Am. J. Sci, 3 
63~69, 1937) 〔 河 野 〕 
4872. #8, Kalvola # Gedrite 及 
Cummingtonite の 共生 Eskola, P 
EMRE KH is, A gedrite-cumming- 
tonite-almandite amphibolite は 玄武 岩 
ALA LU RIEAIC CRAY BE 
Yo BBE Y Gedrite 及 Cummingtonite 
2 DHE LCR Vo MIB Ot SR 
は Gedrite は Al,O3 (10-88) 甚だ 多く , 
Cummingtonite ({A1,03(1-72) #7 
XX Gedrite DJLERU MHA l(t Cummi- 
ngtonite ORE L VMMICH(, FeO は 
BRE MEL (, FeoOs は Gedrite に JA fit 
DE Ly WES hi HK Olattice HEE mo BRS 
Oe RICKY CVS 3S, MW Cumming- 
tonite は Gedrite 4) &MICMWdS ¢ fye 
KP CRint SKID FiCMAL VS 
(CRAB DAE V RAARZh Yo Archaean 
43 FF DAGEB HILFE ALKED Almandite 


Sek 


a Th TR KR 
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VE ORRE BMD ICe VU, RA 
RYH iC Lc Archaean o fip78 s+ A 
yt yi. garnet-Amphibole 岩 種 と 比較 し 得 
(Bull. Comm. Geol, Finl. 9, 473~487, 


| 1936) GRR) 


4873, ASR BORROAMIE 
分 類  Buerger, M. J, 


Wi FD Fy BROS HE Mi Le HE HH ICG 


| ML bS tr AR SZeEYUC BRE 


見 地 ょ より , coy % OWE NTLIC VT, 
IE OE ICE OH th RIBS A ET 
ME, (b) Ie OME NITRIC RV TC, 此 

SOE RL TMReALHTS B#LEV,2oO 
多 敷 の 資料 の 統一 が 求め られ つく ヽ あ ぁ あり 。 


3 EA ACE AO. AL Ot, BER A 


IN v H vB, lllingite 4 (CHE C, MAS 
PAM IC im CED 9 IRE HERE DS EES 


| Shiba) Uk Eo Hef] O 開 係 及 び FD 


EE] OWED PEA AS 必要 な る る も , 此 等 は 道 
て 融 表 すべ し 。 (Am. Min, 22, 48~56, 
C1937) (KER) 

4874, Nevada Nl Powellite 

Pough, F, H. 

Powellite は Idaho 州 の Seven Devils 
Mine に 於 て 始め て BMF h, 1891 年 に 
Melville に 依り 新 確 物 と し て 旋 載 され た 
Yo KRAMMISRAM HEH EY 
FAR DE BIARTK 2 Bey X (Z Ocher RH 
質 な り 。 筆 者 は Nevada py Tonopah je 
powellite 及び Michigan J) Houghton 産 
OMe ICBC 形態 皇 的 に 研究 し , owt 
REGE Vo AML 正方 品 系 に 属 し , 
hh4iatc=1:15477 に し て , ABO 
? RU pit RAL O HN し 。 


aid & a 抄 37C41) 

et (ba) a | | am. =8-78001 A) 
Lies as Bie 

| 001 A |” 99°90" | | a = 107°50/-+-6/ J 
110 45 00 9000 | Dangen 産 Phenakite 
111 45 00 | 65 27 Ch x, = 8:24+0-0L A J 
137 18 26 | 34 57 | ach, =7-68-40-0] A le 
317 7134 | 3457 | EE 
319 Mai | 2832. | AE RPE Cire! 
131 OSD ON ZS D7 | | 4E BegSiO』 
i es 47°04" || apax, =12-42+0-01 A My ‘3 

| 21 3 26 4904 | | fi 2 

| 153 11 19 69 11 | Chex, = 8.33 士 1.01 A | 

} IL1-11 8448 | 57 14) | am. = 7.68:40-01 A] 
515 SE GPS 0 の 

[SIT 7445 | 5804 | a= 10759 +5! f 
313 71 84 58 30 | 合 生 BegGeO4 

| 323 6! 44 | 


(Am. Min,, 22, 57~64, 1987) (KR) 
4875 Si kU Ge HO@ERILS1 Rl 
Schiitz, W. 

筆者 は 粉末 法 に 依り て HERE & SE 
L, Si と Ge 間 に ROMs MOF AML 
た V1。 


Franklin Furnace 産 Willemite 


ye 
0 HA 


anex, =13-94+0-01 A \ 
Chex, = 9:3440-01 A J i 
ary, =8-63+0-01 A ) 
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a=107°45’/+6' J 
合成 Zn,SiO4 
Ancx, =13-9240-01 A ) 
GE 
Chex, = 9.33 寺 0.01 A J 
ach, =8-62-+0-01 A 
Z=6 
a= 107°44/+6/ 
合成 ZnyGeO4 
apex, =14-19+0-01 A beers 


Chex. = 9464001 A f 


Shea! =12.77 圭 0.01 A } ) 
Chex. = 8-4140-01A J 
ain, =7:89 圭 0:01 A ) 
a=108-6’+6’ f 

CsyGeF, a=8-99+0-01A,Z=4, Op 

CsySiFg a=8-89+0-01A, Z=4, Op 
更に CsaGeF。 RU Cs2SiF。 OIA HAS 
を 測定 する に , 夫々 143040002 及び 
1.391 寺 0.003 な り 。 (Zs, Phys. Chem. 31, 

B. 292~308, 1936) (kA) 


18 


Z=6 


| 
| 


4876, PSBrs の 結晶 橋 造 CHB, 
KAR 

PSBr3 OF MH & Laue AMER 
ROG L V CHRE VY, 本 結晶 は 
等 軸 品 系 に 属し , a=11,08 A な る 単位 立 


HM ic 3 PSBrs を 含み て , そ の 属す る 
補間 詳 は Th (Pas) YU, HEM CHE 
る 比重 は 2.99 な り 。 PROS HA, Y, 
u; 4+n, %-u, a, i, ’+u, Y-u, % 
—u, a, Z4u) Of eH, Br は 士 
(Xx, y 23 B+ B-y, 243%, Bt+y, 2 


# 38C42) 


a ti Th TR KR OM 


綿 170 


—23 et, Ys B42; zxy; 区 十 z2 巡 一 
x, ¥3 % BX, B-y3 4-% X% B+y 
yzx; ’+y, 4-4 %» ¥, B+% L—* 
4-y %& BEX) ORME HOYT その 
parameter {fit x~0, y そ 0, 22 yo 或 は 
x0, y= 4,722,720 5 こと の parameter 
中 第 一 の 方 可能 性 多 Lo 分子 引 力 及 び 複 
分 子 結 合 の 可能 性 に つき て る も 論 ぜ り 。 
(Sci. Pap. Inst, Phys: Chemi, Research, 
31, 1214124, 1937) 〔 高 根 〕 
4877, AgNOo O*f MBE 
TA A. 

AgNO, (Lf Gh HH hh LX D 格子 
PB it an =3-50 A, by =6-14 A, co = 
5:16 CLC, em 4-57 (ale), 2 
FRE AMR Ch CLC RAR 
DBROD LV % OFF Sa HEE — BEY IC 
決定 そり 。 基 原子 座 Ag RN は 90z 
O は oyz, oyz に し て その Pparameter 偵 


Ketelaar, 


z は Ag に て は z=0, に て は 0-440-05 
に し て O 〇 に て は y=0:167 土 0.01, z=0:50 
+0-03 な り 。 本 結晶 は NaNO。 と 比較 す 
さき 構造 を 有 し , ア ルカ リ と 上 音 金 属 と の 
Le Buel, NaNOg に て は O% 
Na と は 結合 し , AgNOg ic Tit NOy の 
REE eRe YU, それ 等 の 原子 間 距 離 構造 
群 の 形 其 等 に つき て る も 詳細 に 論じ た り Y。 
(Z, Krist., 95, 383~393, 1936) (高根 〕 
4878, PAEY YOBAKRTFéE SR 
A, PEEL, 

著者 は CeH4 (OCOCH3) COOH み の 
結 品 を 振動 結 品 法 及 び Weissenberg 法 に 
より て 研究 せり 。 時 位 格子 恒 敷 は ap = 
IL.3T7A, bo =6-54A, co =11.37 A, B= 


95:79 1 LT, p=1:396 (at 30°C) & YB 
位 格子 中 に 4 分 子 を 含み , その ZARA 
(h01) MIC heeven, (OkD 反射 に 
て は 凡 て の 反射 現れ ,(Ok0) に て は k= 
even な る 余 件 より C 光 な る と と を 見 出せ 
Vo HES & BEV. (Sei. Pap. 
Inst. Phys. Chem. Research, 31, 125~ 
128, 1937) Ce5#R)D 
4879, RHBOMRRNO TT ZAAE 
メー 人 ター に よる 研究 HRA, RR 
HER 6 

TERA RE ABA, 中 性 長石 , ペ ルト 
長石 , 懲 ペル ト 長 石 , 及 び Ab, Or を 特定 
DESIG Zk OBE HR AIK 
撮り , その 特別 の 反射 を マイ クロ ホ ト メ 
-2-KCRULCRAMORKOMRE 
2A LH V9 CZ. Krist, 95, 404~407, 1936) 
CHR) 
4880, 文 線 に よる 結晶 の 同質 多 像 の 研究 
PRAT . 

GEAR © 3 —9RL LT HAGE AK & Fal 
内 容 の こと と を 論 ぜ リ 。 て (服部, IZED S, 
300~303, 昭和 12 年 1 月) OSH} 

4881, (Z2n(BrOs)-6H20) の 結晶 笑 千 
Yu, S. H,, Beevers, C. A. 

FERHIZE Sk S GME & 振動 結 
MEIC K VC RHE, Se Fourier 
法 に より て 解析 を な し て , 多少 の Hii 
を 出せ り 。 FROME PBT 10316 
+0-061 A CWyckoff) ap =10-31 A, 比 
重 351 に し て 4 分 子 を 含み , その mM 
Heit Ty (Pag) な り 。 AREAL MBMTIC HSC 
Fourier JE IC £-) HERO parameter(y % Hi 
KC hae IC RFE V5 Zn は woo; 0% i 


a 171 i» ate 抄 39(43) 
0%; 4% w’orLcB, Ho2O 及 OO の Ly #27 Si0s, Al303, FeO, CaO 


parameter {jf (x HN ZEO On し 。 


Br 0.259 0.259 0-259 
H20 +195 050-965 
O 190 .145 330 


BrO 3 (4 = fh $e ff, Zn GH QOREIS A tH BE 
を 構成 し て 三 回 軸 上 に fi L, + O*F AA 
構造 中 に 於 ける イ ォ ン 卓 離 は Za—H,O 
=2.12 A, H2O—H2,0=2-96 及 3-02 A, 
Brig 30 か ら 1:54 A OMICS Y,O—O 
は 243 A な り 。Zn.6H20 群 は 8 BrOs FF 
・ に より で 園 ま を れ , coh oWHa H2,0-O0 
OAR ICKL UCHR 230 ZEOHO 
bond の 角度 に つき て る ゃ も 論 ぜ り 。(Z. Krist., 
95, 426~424, 1936) (AHR) 


BASRKWE 


4882, Mik MIF SHB BHO RBA 
及び その 火成岩 論 に 諾 する 重要 性 Bo- 
wen, N, i: : 

Bette S EO Ga cry- 
stallization +.) 最後 OMIM OVA を 
Him 3 SS ERR O RRS © HFS HE 
分 の 進歩 を 遂 び た リ 。 FRIAR 
て 詳細 に 研究 られ た を 6 OFS ADS 
1Albite-Anorthite, Albite-Anorthite-Diop- 
side, .. Leucite-Quartz-Anorthite, J eue 
cite-Quartz-Diopside, Albite-Fayalite, Car- 
negieite-FeO-Quartz を 引用 し , これ 等 の 
BRC HST, fractional crystallization に 
KS BAL, ROW の 成分 が lime- 
alumina silicate t¢ > 4, %, lime-magnesia 
¥ (x lime-iron silicate な らち らん る も る, alkali- 
する MS Hai 


alumina silicate に 富 


| 


HICH LCS 


MgO, NagO, K20 SMe ck AAT S 
混合 液 た に 於 て も Hfpfractional crystallization 
(Ck SSA HES 

富 化 を 示す な らん と 結論 そり 。 bk 
の 酸化 物 は 下 均 火成岩 成分 の 972 を 構成 

し 居れ ば , alkali-alumina 韻 酸 増 系 な る 
CNaAlSiO4-KAI1SiOs-SiO。) % Azz IC 
て Ppetrogeny's “residua” 系 と し て 引 詳 
し , 本 系 の 予 衡 開 係 を 研究 の 結果 ; 本 系 の 
次 液 は 結 品 作用 の 最 下 温 度 を 有する 事 明 
DET VU MO 如き 深 液 の 領域 を 包含 す 
る 部 分 は fusion surface jcc H ¢ THB 
SRESHICKVRRESLMKE VS 
HERE te SAE O fractional crystallization 
の 残 汐 溶液 ょ り 若 し alkali-alumina ¥:/f 
gD Ba Fi DBRS AE eb 
れ た と すれ ば , それ は “residua” Rw tt 
DF CHS 液 の 成分 に MRT ~ (08 
Mia 東 ア リカ ヵ の 石英 粗 面 岩 。 HLA, 
phonolith 等 40 個 の 成分 を 験 せる HER, 
We OMS RE SLC ASS Le Ko 
ww, (Am. J. Sci., 33, 1+21, 1937) 
Cyap By) 

4883, 7k AcadaeS Io IS ATs BHO 
BROBHOBS 岩 生 周一 。 

EH (ERE GRA ER FE iid WLI WS 
て 3 種 の 相 異 な れる 火成岩 中 に 豆 見 せら 
EEA ICR CRO AM EW Dice VD 
HAAG lit *A-MOBLAKKA 
ょ りす り 導 ヘナ か れ た も の な る が が , 夫 々 fHHBe hr 
る 3 種 の 火成岩 婦 と の 反 應 に ょ り 現在 
に は 夫々 3 種 の 異な れる 混 生 岩 を 現 出 せ 
y 。 混 生 作用 に 相 開 連 を る 岩石 の 中 に は 


alkali-alumina silicate 


pur 


Pb 40744) eB HT 物 
BiG ASE EAE ICR CAH SYOL 
REY SLOL HV HEOCR HE 
4a) DRY Bo te Sb ke a bk @ Mt hn Bees 
LEK, BERS MERA OREM 
ficHlin CHEM, SHG O72 
PIE EEG TS SSL VY Ric WME 
され た り と itr, UHRA ABIL % 
DME, KEM Oar bt, その je 
URS HS TB, HK * FAHY O BOS 
ょ り 導 か れ た る ホル ン フ ェ テル ス と 火成岩 
DSBS 中 間 性 を 有 す と M~K VS 
Gib, 44, 71~102, 1937) Cy BF) 
4884, wheats) ce SAD RA tik 
武夫 。 
SALA Pom Lee MR HKG 
RC Saami tae Hire: 
LGR BOE LB ORE AT. 
rps sega Seabed St 
LER Bit FRc YO THR 
AE DP DIA LESZLOIK LT) BR 
MA の た め に 新 ら し く BHO RBLE 
SERIES. BAM FO BEA he Ba 
(WY 2-1 Fip_E SV A IC YO CEA 
IRM BEA Ly HERO RHIC kL VC SAR 
SH BRM ROPES BLE SY 
の に UC, Hh a RTE Rk tc FS 
45 te } LEE ICS LS MERCH OSB A 
を 見 る こと る も RRC LC, SHis WAR 
動 に よ ょ り て 衝 上 牙 層 が 生じ , 基 結果 と し 
et Ns 
PMO WARL L CHIU A OBE EIS HL 
SO FOD ROBBIE wis 
FT, ABW OU As AERA te 0 bE 
ROSS LSSH, WHS ww ve 


Bi 床 謀 線 172 


MA DERE LC o HAV Hh “abs は 


RERGELRLET. WS Mae, 49, 32 
wd, 昭 12) (中 野 ! 
(4885, 地雷 の 琴 生 と 貫入 岩 の 成 生 石本 


CU HE, 

PEAK WL DO BEAL A ¢ HWE PII fH < BH 
RA OGBRSARARETNSLOLBA~ 
られ , この 考察 を HIRO 6 HARE LT 
CL) AAW BIC REL Clit AB OE FH, 
(2) ARTE RIB © PS AAR Ic PART Se 
と , C3) Wy BF as PY RBI AG 
る こと , の 三種 の 現象 が , 地震 の 原因 と し 
て 上 邪 層 謀 を 支持 する も の な り し に る も 拘ら 
ず , 最 折 の 研究 の 進歩 に 従 ひ , 之 等 は 何れ 
も 適 党 の も の に 非 ざ る こと が 紀明 せり 。 
a 

AROMA ANES S 結果 , Wao wy 
EP 
ROG SREY 5S LICBNV, ZR 
HUTA XV LAE A RE IS 

LIB S98 3h Ae Uae ORAB IS, DO MRI a 岩上 
の 成 生 た に 適合 せ し む る こと を 得 さ し 。 渡 
GAO ieee b Ss PARAL O se 
Marl %,<O MEK SE VU Clee 
(ILRORAESRORKSLOLABR DS 
S~Lo CHHERE, 49, 28032, 4212) 
CH BF) 

4886 KEREBAADVFIEP BRO 
4) Malrkowski, S. 

URN © AGH He BBs pH Scandinavia 
LU PEI LAEROBTRt OME 
CRY CREE So PRICE Ts HER 
fll a8 $043 Tit Volhynio-Ukraine # put 
塊 の 北西 部 を 構成 する 約 2000 BHR w 
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8k # 4145) 


SBR bc BSE UL, BATCH. TEA, PS, 
tte Wks RUNS y BA bh, ATER 
a GRE AIK 4 URS, WO 前 寒 
A A OG TERS SI MOI 
(C (EAP FE RS IC FAME FS GRR Or BEE 
L, Leptite KHEKMUL, 叉 之 等 の 岩戸 
LMBRH A LOM MEMS Eto LH 
DPB ISK) BY OG fi ORAS F 
4 Volhynide の 往 曲 に より て 影響 され し 
we Se eH AIC AE a LAR {E fitd a AE Eh 
(4 Post-Bothonian 4E fq @ RAE IC BY 
開 係 を 有する が 如 し 。 叉 Volhynide DF 
BIC UCP A Se 2 し 灰色 中 粒 の 
片 施 岩 質 花 賠 岩 は Volhynio-Ukraine 岩 
塊 の 波 蘭 則 に 見 らち る く ゝ 最も 古き 岩 種 に し 
て , Korzec fi sft 7> PR Pl 7 fd ea (SF 
Post-Bothonian 7 fij'S IC HEM S BE 
OW PS ARAL BIC UCR OAL 
cHbnANRaAt BRE AT. KRM 
IRAE Ma EES 4 b BURL 
MAMORU. RAYS MI 
JAD LAOREET + 24 b HRA 


に 見 られ , GWOMMALRE BTS 
を 得 ず 。 CBull. Comm. Gelo. Final, 9, 


185~194, 1936) GAD 

4997, ett, #HMOArchaean 3420 
BRIDE Wohl, W. A. 

| -FRARSHIM@ Archaean FE falc (i ih 
SVC, 一 つ は 灰色 の BREAN hits 
fit, 著者 は 
granite と 呼び , 他 は 赤色 の マイ クロ クリ 
y ft fig BIC LC, SereOrozenic granite と 
Fit, 2% Orogenic granite の 特性 は 
WAR A AY IC 甚だ 興味 あり て , 


Prim-Orogenic 


SP IC BES $B Prim Orogenic granite 
7b Rea, TIRE BH, 関 線 岩 及び 更 
CEE AORDRAT SHRM U, UH 
Bij Dser-oregenic granite の 成分 な 凡 て tin 
WIC Hie did A IC し て , Eh Bao wBae 
に 近 き 成分 を 有 し palingenesis jc 伏 り て 
成 生 を る が 如 し 。 紀 つ 本 岩 は 石英 に 富み 
pegmatitic HHA > UENO 
TBR LC BS. Ti LU CIERBY 
線 岩 娠 は Svecofennian 4h o HITIC He 
Awa & UC supracrustal sic DFA Lc 
prim orogenic granite と Loweete y , 
JERS REVE Fenno-Scandia DAW RO BREE 
le] (< HEAL SAS 如く, か くし て 地殻 の 此 部 
分 の 下部 に 花岡 隔 線 岩 紫 石英 開 線 岩上 火 が 
太古 代 に 生じ た り 。 HAA LA MMO TE 
hid 3 CAEN ( 北米 , 南米 の 花岡 線 岩 
PRED RAIS PEFR & Utsr, CBull. 
Comm. Geol, Finl. 9, 488~505, 1936) 
CHAD 

4888, Jersey BEERARUEYFY 
Z# Smith, H. G, 

HEH Jersey 島 の 大 部 は 石炭 紀 時 代 の 
花 贈 風 に より て で 占め られ , そ れ を Hx 
RAOMHAREE YF YIBE VF 
ANE ILE OB AICHE < OPK BF 
| MIC FER L, 4 ORB ICP LT Brégger, 
Bowen, Siederholm, 及び Eskola “2 af 
を 引用 し 論議 も Yo Jersey ICP SHE 
HEE Maske HE 2 BURL HL IC BR IC A 
に 見 らち る ょ に 過ぎ すし て , 新生 代 に BY 
CANE BI FEI HO HA & Slice 3 
も の な り 。 こ と の 岩 此 は 先 在 の 岩石 の 部 分 
HS BIC kU CHROMA OB LE BT 
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SIDICY o BERMYROK MS Ms KR 
MM RDINS & OILED KATE SME 
融 に het Si, LRS Old HH aI 
£ SROMA ICY 5S, (Q. J. Geol. 
42, 365~383, 1936) ( 待 場 〕 

4889, Inverness-Shire, Glenlg Mf 
SO FBRG «©=Alderman, A. R. 

Glenelg bh j D2 A 4 it Lewisian sh jh 
A BIC BERR vy RARE VC 
現 は れ Lewisian BHO TRAGER 
Sit et DALAL ER OH BY © DG ih IC — BK 
Ue BAB Opt Lewisian shyin a 
の 酸性 岩下 Ck UC HAS trie amphi- 
bolize = ive HA a, AB 41-fa a  f 
AGH BEE VU te SHEL tre V, Glenelg 
HA aaEL UCHBARU Ri Ak Y 
AI UC HINA d 
inti d WER t UCAS SHS 
も の な り 。 FRA CRA AI OD th Bm 
分 及び HR A-KOHE TRAY & Y $409 Zi 


な る :bimineralic な る 岩石 


終 長 五 賑 へ の 過 得 に 於 ける symplectic & - 


び kelyphitic fii > BIC HES Cit -< 
た うり 2。! MUCHA et L CHA kid rt 
非常 に 麻 男 園 に あり た る も の な る こと, 

RUZ D AE © eK By -s (LFBAVA と 
親子 の 開 係 に ある を の な る こと と を 閣 論 せ 
Vo CQ. I. Geol. 42, 488~530, 1936) 
( 待 場 


4890, Vermont (ae SPE ORERIEAE ! 


RB Bain, G, W; 


Vermont ihe ere ae ik Ze 


feet 3 OM RS e MOKDEL: 第 一 


より 南方 > 
FFU Y BIE ae FAVA ak 
AEH AACA I LU CHE Bo HEB! 


は 白色 風化 型 と 名 づけ ; 風化 し 難 き 型 , 第 
二 は 赤色 風化 型 と 稀 し 風化 し 易 き 型 に し 
て 本 地域 に は HER BO 第 一 の 型 最 も 多 
¢ » fii 7 S HS — WY ({autometamorphic type 
BRE SBREATS < OMERUEIE 
(4 OBR IC RALZT SLREOIKLT, 
BUD Ie b PIS AK fo BEBE RCA PB DK 
BEALS ELD, SHAT O BA AF IL 幅 が 
UL RIC LC, RE, 7 9 2 BRO 
BEER. o MW UTRIKEA UK 5 RRO 
た め WEB trae ih AR tC, 概括 互 及 煙 石 
UMAR CS, LOZ EoOUMMARR 
Dt SE 7 HES FA LAS (OD 7 ds GTI Ee 
Her, AID 2d BIRO 磁 鐵 
RICK VEEL RS. cO RM 
40> WE BUTE EA (a RE © #8 ob (EA 
完成 の 後に 起り た る 故に , 大 な る WHE 
ji St & (PSs; これ は deuteric hth te 
リ り 。 こ と の 結果 が 特種 の 成分 を 有する 原 岩 
に 作用 せる 働 力 に 依 も えり 。 (Bull, Geol. 


Soc. Amer. 47, 1961~1979, 1936) 
CHF 

4891, HELBARAB HAW “\ fet 
Sea Bo - 


7B Hh ee © Ut dE BRR BE 
6 A= Hb Hie RCE hi EU RI A 
AUR CBE US EE RES 6 HUE 
(a DOSE IC し て , AUG BO BAH 
MOEN AK UCB BRU. Re 


12 ff] PEAKAC UU FE BR 4b Bd AB ey Be ve 
800 KS = 100 KRY, Hea NW-. 


SE Md NW-SE Mid 2 E38 XM Bh IC HED 
Vo UE AKU ED FA BOR A OL 
aS AEE BIC LOB AR 
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anorthoclase を 含有 する 場合 と せ ざ る 場 
合 と あぁ り 。 更 に 中 央 部 に 所 調 石 龍 燈 岩 を 
WE L 68 BAe ge ARE (ak 
A, GC ORIRTE 7 AI し て HE 
AD WHE RU ARE IES Yo BIC 
1270 年 の 噴火 に 依り 166 Kt 73 KD 2 
fl) Dey Fee Bere B aN IC HS CA BB 
KO OS RPO Uo MAI TRE 
&. [ARE te SB scorious の 性 質 な Yo 
地域 燈 岩 は AR Ot OIC T, FAM. 
WOM BIC Uo AMAL AT oth 
基 性 アル ヵ リ 岩 の 出 づる は 満 洲 に 於 ける 
BOBS LUMI T 6A 
FEM LEV CHINA AIRS, 1, 
1~96, 1936) 【〔 河 野 ) 
4892, AWSPOARAO MRE Ick 
SREAMMA Ai 4870288. 
4293, ZAM XAWWHOSESERSOEK 
と 其 の 成因 AKAD. 
HAAWA KYO ALES Hs it 


EE © YF HRP IC, LHF LA 


釜山 現 火口 の 周 園 に BCE L, 前 掛 火 日 最 
後 の 活動 より 現在 まで 引 貫 き 成 生 を られ 
っ つっ ヽ ゝ ある も の な り 。 一 般 に 攻 青 石 母 岩 は 
IRA BLE Ah OBEEMEO LO 
に し て 櫻 島 噴 出 物 中 の Ceramicite 2 #8 
Ut BHA MEMOS の に て は 1~2 
mm Of © pM ELC 集合 LB 
青 如 個体 は 題 微 鏡 下 に 三 連 双 品 構 造 を 示 
20, ELBE CKREEHORBICHT 
ME ORE WL LCKO ERE | 
FeV, MS EMO BHA ARE O 
Denver as Ze EHP 1c HES bate, HH | 
iBLe BO Lek bk SRO 


YLL, 40 MH ICBY LC BBwte bik 
Yo CURR AS HAR, 3, 294~299, 
1937) CAF 9) 
4894, Lassen National Park @ 
Cinder Cone に 於 ける 火山 活動 年 度 
OmsGlok SiR Finch, R. H. 
Cinder Cone jc fSit 32h] OMIM 
DYa3H ESLSK F され た る は 唯 1851 年 に 起 
り し ゃ の の みな り リ 。 筆者 は この 火山 活動 
前 より 成長 を せ し 松 の 木 と 最初 の 火山 活動 
の 際 の 火山 灰 中 に 根 を 有する 松の木 の 存 
在 せ る と と より , そ の KAS 火山 活動 の 
RREIORB ORB KEM bHeESREL 
り 党 地 に 於 ける 最初 の 火山 作用 は 1489 
年 より 1680 年 の 間 に 起り 基 後 1567 年 , 
1666 年 ; 1720 年 , 1785 年 に も HOD V 
し と と を 知る を 得 た リ り と 。 (Am. Jour. 
Sci., 33, 140~146, 1937) (竹内) 


2B k B 


4895, SePOBe (eee ICE T OMB AE 
i Newhouse, W, H., Glass, A an 
ec Wagner Rit 2 vee ES 
る magnetic ferric-oxide }c#}LC mag- 
hemite な る 4M e SA~C BORAT & [ee Bl 
Lt, Za BAO 風化 た より て 形成 を 
られ し も ゃ の な り と な し , Walker は 基 後 之 
を 分 析 し た る 結果 Ti02 & 15% BA 
せる こと と を 知れ り 。 著 者 は 今 こ の mag- 


| hemite 2 Calfornia Iron Mountain 


ょ り 得 た る ferromagnetic ferric oxide 
と を 此 軟 し て X 線 的 研究 磁性 , 研磨 面 の 
諸 性 質 等 を 吟味 し を た る 結果 , と の mage 
hemite は チタ YR BAR SWHILLA 


$4448) 4a At TY 


BESS GABE fi ir BLE LTES 
る % も の に し て その 成分 は 恐らく (Fe,T り > 
O3 ky eS OE OMRON 
Tilt RWYCI Reb SNE, を た 
hydrothermal 及び late magmatic process 
に より て る も 形成 せら れ , Iron Mountain 
より 産 し た る ferromagnetic ferric oxide 
と は 異な る も の な る さ べし 。 (Econ, Geol., 
31, 699~711, 1936) Cr BF) 

4896, Nava Scotia ICH IFSRERE 
_ WRBRICRET Newhouse, W. H. 

BIL 前 寒 武 利得 紀 中 に 存在 し IESE 
に は 古 生 層 及 花 則 害 が 露出 す 。 太 脈 は 洛 
ACH Bice L CBM CBG LCE L 
COTE Ae 遠ざかる に KOC, FAR 
物 の 種類 , HAD BMRA iG & Bate 
し , KRM i, Dhig OD 3 つの zone に 
He bBo 

PSE I FER aE RE IK SHER OIC 
LC SiR A AMIR CHS LS eH 
RIK BE, REA BAA, Pt, 
Ri, iA, +2 7 BOR, BODES Oo 
rom we Zito PHL BOMB 
KUCHALS AR TRAE © petRRH & 
含む を wit OMAR 低温 度 ら 成 
生 た に LC HERDER, BURT YF = = -, bith 
GT SAO, RT, SIT A, 
BRA RUE, ARES LSS cizMk 
PEAR ICI LOU EO 3 つの zone の を な 
す 硬 床 は 皆 一 根源 ょ より 生じ を た る も の に し 
CAME led a OMI Bie KIC DAB LI 
る も の な る さ ベ べし 。 (Econ. Geol., 31, 805 
~831, 1936) (中 野 〕 : 
4897, 江北 省 施 城 落 西 山 及 び 西 雷 志 琉 床 


Bi He x8. 176 
OREAISBET Cheng, H. EH Tang, K. 
Cc. 


Ph SAE > Sh EUS A BLIC LC BR RR DK Vk BR 
と quarizite D AON PRG Ly PY BK 
OUP IS He FPR quartzite 3 o> 3 fet 
kU MOPARS 主として quartzite 中 に 
bY 5 Bitkit Ac PHCKIC LUCHA 
quartzite thie V CHALE HAT 6 
BR (TAB Ze S Hi ih AO AR ERTRIC LT, 
SAWTR DIC KY CUS HEAT © FPS GLO 
RIL BIy 543% te g DEK O RA ICR 
て は 種々 の PRES ALS CT, EM IC 於 ける . 
上 昇 熟 溶液 に より て 形成 を られ た る epi- 
thermal の も の な り と 云 ふ 。 CBull, Geol, 
Soc, China, 15, 555~564, 1936) 〔 中 野 〕 

Bi ik B 
4898, Shoestring oil sands ORA 
及び 分 布 Bass, N. W., ete, 

Burbank の shoestring.sond は 大 体 に 
Bsc trends と 笑 せ らち ら る レン ズ 和 基 の 一 
EOVNKK HUM bh, ZEO HAKAK 
西洋 及び Gulf voosts の offshore barsa 
ANKAWL, HOT HM OBR 8 IK 
offshore bars KIMI S% OV, HL 
て Bartlesville 及び Burbank の shoestring 
DI OM IRR Oty Hh We EL KTH BR 
び Gulf coast - の 現在 の offshore bars の 
それ 等 に 類似 する も ゃ の な 。 HECK 
け る offshore bars と の 比較 研究 ょ り ;, 
Bartlesville の shoestring ‘sand は Che- 
rokee 海 の 西 岸 に 治 ふ て 形成 せら れ た る 
offshore bars と 推定 そら れ , ED ERIS 
相 営 する Burbank Rit Cherokee 海 の 
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Teeter-Quincy 及び Sallyard-Lamont 時 | 
代 に 同様 な る 形 駄 を な し て 堆積 せら れ た | 
る も の と 推 室 せら る 。 CB. Am- A. Petrl 
Geol., 21, 30~66, 1937) CAA) 
4899, Arkansas FEKMAOWULE 
Brauner, G. C. 

Arkansas g Ouachita 山脈 より 探 取 せ 
る 新鮮 な る 古生代 砂岩 98 資料 に HS Cc 
AMFLABPR Russel 氏 法 に より て 測定 せ 
り 。Ouachita YR o #8 Hh OF L し き 地 層 の 


A ISTLAS 5.7% BO Ls FLOSS Hb | 


層 の FLA 7-896 に し て , また Ozark 
Plateau OMAN E SE SS HIRO FLAN 


| 
10-926 12 Vo WH LCZHEO 地域 に 於 ける | 


Mh FP 7 (Bh (a HEHE DHL & HEIST Uk 

54.1?, 著 し か ら ざ る 所 の も の は 17.0%, 叉 
OR Plateaujc jc (£5-1°% VG BED 
in ( BO BY FLAS Hest O GAY BE eB 
係 を 有する 事 が 明か な り 。 iM UC HAA 
に 研究 する と き は 砂岩 の 孔 内 と 炭化 作用 


と の 開 係 も 明 挫 な る 可 き も の な り と 推定 | 


せら 5b る 。(B. Am. A. Petrl. Geol. 21, 
67~79, 1937) CAA 


4900, Brazil & Jurua 河 と Peru | 


Ucayali 河 と の 間 の 石油 地質 Oppen- 
heim, V. 


営 地 域 の 下部 白 可 紀 ょ り 始 新 期 迄 の 堆 | 
| Thompson, E. G. 


AUG Mt 陸 海 爾 相 の 堆積 飛 に し て >, 化石 が 
少く 上 且つ 炎 山 岩 が 存在 て 上 ざる も の な サリ 。 
両 し て 営 地 域 の 地質 構 造 は ょ よく 地形 と ー 
致し Cordillera Oriental に 於 て は 自己 紀 
a EASES HT BO VY Serra do 
M6a Jb IC WSC Ud Tih EGA & BEL LES 
る る も , Ahuaya 河 の 上 流 及 び Cashiboya 


河 の 支流 に 於 て は 所 々 に 事 見 せら る 。 Oi 
し て 之 等 の 填 頭 は 多く SRC EO, 第 
三 紀 及び 白 避 紀 層 に 多 シ 敷 存在 する を 以 て 
含 油層 の 明太 な る 位置 は 不 胃 な れ ど る , 


| Andes 山脈 の eastern foothills (< jh FH Ai: 


造 推 HSL % UC, HFA ES 
FRR SHH VY. CB. Am, A, Petrl. 
Geol,, 21, 97~110, 1937) CAA) 


| 4901, 油 砂 の 物理 前 試験 ASH. 


WANS G © Py 8 AME > BIZE (2 BT Yh 
回 収 上 極め て 重要 な る も の な り 。 箋 者 は 
AFR AHH D 油 砂 に 就き て BALK, FL 
ABR OBE MRE & TF OROGBREEE 
Yo BPS CL) AFA > AIL YEE > hed 
が 最も 細 粒 に し て , 秋田 産 の も の が 中 粒 , 
新潟 産 の も の が 粗 粒 な り 。 (2) FL 
34.5~47.2% te BK 42 の も ゃ の が 702% を 
Hy * DBP FLAlS 41.5% te V5 CB) FL 
ABlLeFoORKS LOK AMSAOM Rr 
し 。 (4) BBR ERR ILERUDLO 
大 小 に は 開 係 な く Gh © AGE & BE te 
る 開 係 を 有 す 。 要する に 出 油 は 油 太 岩 を 
通過 する 石油 の 速 度 に ょ る も の な る が 数 
(YH FA © BEV IRHE DES S IK a Hh 
RDO BBH EARS WET We & OTe V 
CHB, 53, 6415, 19387) CAA) 
4902, Texas の Sulphur Bluff iB 


Sulphur Bluff 油田 は Texas の Hopkins 
Country に あり Sulphur Spriggs の 北東 
14 史 に 位 す 。 同 油田 は Taleo 油田 と 同 
Fe )c Poweil-Maxia [Si ferigic FP 3+ et ah: 
JRC UC, 19386 BiCBMe bier Sto 


な り 。 同 油田 の 構造 は Pecan Gap chalk 


抄 4609 0) 


a OT DD KS 


a 178 


が 875! の 落差 を 有 し , RIC YS. C 北方 
ERS SAIC LC Pah A, ESF he 
RU LER RO He RIC L Av(F Sulphur 
Bluff Je it Taleo Siig +X Bic UC 
Ki Je 2 Ak Hoang |< WSC 1 JEM HERE & AT 
する も の な り 。 同 油田 の 幅 は 3000’ ISL 

CHE LUBICSHET SOV, CB. Am. 
A, Petrb, Geol,, 21, 111, 1987) CAA) 


Fe oe Ut Ft BG 


4903, 活 土 の 物理 性 に 開 勝 せる 化 移 成分 
Marshall, C. E. 

Pauling (L35PA (CHS 3 OLR F © 
大 さ は , KYOKSKD OMA Cot, 
大 約 5.0 及 び 9.0A な り と 江 べた り 。 こと 
7) ¥8 IERIE 4 HVDC WEST hr DT BS 
ELF 6 


BR | ao bo 

| | = 
B-cristobalite ~ | 5.03A | 871 A 
gibbsite 8-70 | 5-09 
brucite 94 | 5-4 
muscovite 5117 | 8-94 | 
tale 5-26 9-10 
pyrophyllite 5.14 8-90 

| chlorite 3 9.25 

| kaolinite | 5-14 |. .8.90 | 

| halloysite I に 5:20 | 8-92 
nacrite | 5-16 |. 893 

| dickite | 5.15 8.91 | 

| montmorillonite) 6-1 8-83 

| nontronite | 5.28 |. 19:06 

| vermiculite | 5.3 9.2 
IESE © BALK F & Ald c, Pauling は 


kaolinite 及び pyrophyllite +, wv Grune! 
は kaolinite, dickite 及び nacrite m¥E BR, 
WEE STZ Vo MLR ORIEL 
hati k UROM< DES, 


Ce ee ae 


metahalloysite |1:1 Cs 
i teil { So 
dickite ithe uf Ny ae 


Si203 
pyrophyllite i {Al202COH)s 
Si203 
Si203 
{Me352(01)2 
SigO3 
Al,09(OH) 2 
23 i {Sie 3 
¥ i (H209) x 
(Trans, Ceram. Soc, Eng. 35, 401, 1936) 
CK) 
4904, TAF O(LRHMAMICRAS 3 4B 
JREBy Berger, E. 

FO 耐久 性 を 決定 する に は , 砂子 の 
WLS MC MCLE RYSZ0L, KK 
eRETS SCLROBML BD ie Ses 
Ic CHEB L, WFO 分 解 量 は BAUR DR 
PME BORIC CRE Se LPB 
Yo MF OBREUKKCHF SitAM C& 
BS) と 時 間 t と の 開 係 は,dS/dt=P/ 
(S++r+So DBE IE dS/dt=L(t+a-ty ) に 
TRH bSq と くに So 及び to は Pre- 
extraction に 相 営 する WRERVU 
P, r kit L, a 3a, BF ROBB OF 
TACKY CHRSMR VU, PRALaw 
Fi RA と の ポテ ン シャ ル を , 又 上 式 に 


tale OAS Wl 


montmorillonite 


| WSO S FERIA YER BUR © Mh EMT oT 


AY PEDERI HC zk, AS/dt =P] (r+ 
S/M) う な り 。 CIC S/M Hira DO 
VAMP IE UV  BKZERRIC CHEDE V 


img 179 pb 


Ls HL AT) 


こと の 結果 に 依 れ ば 一 般 に Vo = (AS/dt}i _o 
と すれ ば , Vo= ポ テン シャ ル / 鬼 抗 な 
る 開 係 が 存在 す 。 Jour. Soc. Glass, Tech. 
20, 257278, 1936) (KF) 


A it 
4905, 石 岩 の 硬度 Ar to 


SESE (Lp ye D EBC HEL OX I< foe th BE & Bie 
の 品質 と の 開 係 を 求む も る に 際 し , 石 炭 の 
硬度 SWE PY, 硬度 の Hike を , HE 
され た る HPI FET SUE の 大 
さ の 粒 の 敷 を 以 て HAT ic, COKER 
Schultes 及び Gécke (C{K SE % O Hie 
OBE TERE % Ale Bt AE BOI IC BEC BR 
る も の と 一 致し , 多 脂 炭 の 硬度 最低 た に し 

CHEE D % © 28% We BIBL, AH 
WR ae SB (44%) METS EE 
IAB (LRG (702) う な り 。 RIK 0-088 
~2 4 OM—AREAD,7% の ビッ チ を 
YIN L Chie & 作成 し , そ の 強度 を 石炭 
の 硬度 と 比較 FT IK, HBT teat 
きも の に 於 て は , 灯 炭 が 石炭 より や ヽ 高 
THEE MHIE v —ES SICH L, 30 % 
YEO RMI RCL 後者 が 著しく 大 
と な れ り 。 (石炭 時 報 , 11, 27~34, 昭 LD 
CK 
4906, wSVYA—ROMB 森永 泰士 。 

Avani BRAK to L, BRM 
BEAD AAVIC RAS 3 AROMM te Vo 
ARYA —peE UTHB WIE te 3 EEK 
分 及び 灰分 OD CL MRD AA 
2522 内 外 の も の な る べき と となり リ 。 石炭 
に 粘 結 性 を 有する こと と は , 石炭 の ilhrs 
る 燃焼 を 抑制 する 性 能 を 有する を 以 て , 


NYHA-PEE UTIL D HEME BE 
する こと と 最も 必要 な り 。 (石炭 時 報 , 11, 
19~24, WILD CKD 
4907, 滴 洲 田内 に 於 ける 涯 田 分 布 AIK 
農 一 。 

TINE PS IC PSF BEBE HA Fy ae 
WAM % Hi Stk 45° omic ca 
し て &~ られ , PER ma Bi A ase ee よ 
YW 東北 部 観 岡 陰 近 を 通る 線 の 東南 部 に は 
ie PAPE ICS (, SO 西北 部 に 少 き 傾向 
HVo AME の 理由 は 種々 あれ と , 西 
北部 に KM RA, MLR WYK HVC 
火 成 妊 の 多く 現 出 せる BES~(, LA 
口 , Ri OD BED & Bie Blo Me > 
SEL BRt DoS Lo EMR LAT 
に すれ ば , SVL : eG Me FA Fa BAe BA ; 
濱 江 省 : 蜜 山 炭 田 : Hive Hs AKA: wR 
河 炭 田 ; PPR DEH ; 間島 省 : BEARDEN, 和 
龍 炭 田 AKA? 西安 炭田 , 西 豊 炭 田 , He 
Ne PI, FAR AP ie A APR WA EA, FESS 
FA, Five ine PA ; BORG : Ae ee BEE LE 
恋する 炭田 な し 錦州 省 : 主 新 庶 田 』 入道 
Bie, Abe, 南 票 炭田 ; BMA: 赤 
Mie FA, SU MEpe FA te Uo Hh Ay a ARHE 
(LARA BS 15° 北 の 線 た に た ょ り 
CAM 2-7 LC SN Oh, ARO 南部 
kU SORES, BeEICHO Cc HABOM 
fat BSE L, RT peHLIC 属す る 無煙 炭 乃 
至 湊 青 炭 多く , 叉 此 線 の 北部 は 中 生 層 に 
し て PRHEAC> th (CA SL VER pe A IC 
ed V » HAI © Hf [A] Ic HR, BREE © hn & 
SAMS VC he VERE ATS % 
の な り 。 現在 た 於 ける 推定 埋蔵 炭 量 は 67 
億 順 と 才 へ ちる 。 (石炭 時 報 , 11, 578~ 


抄 48C52) 


585, 1936) CAF Ps) 
4908, Sito Ae re 
TEU BR 6 

RIC BES 3A Bipelt Sita IC し て 
JUIN BCS JL VASES 1 WSC ERE SS On = TE 
PRES Ae BERT, 然し て 有 
Pipe BAGS SB s hklase & LC mB IL 
HO BR MUS ete EE © Hh PRS BS 
YL BE AL ABE SLIC & BEE Yo 
Deed ARTE ES = AC KGS) ER 
72S pe ODARO MM Lo WMdAbwe CY) 
NM GINDRA, 合 水 炭田 , 鏡 城 炭田 , Eas 
Pe, Fee Me, BYE HA, WE MLE 
FAD, 永興 炭田 , pe, 安 州 談 田 , JA 
eA, HIM HA, SUA eA BAER LEO Ei 
FEIIC HST % BARE Hive D HA LY = 
iA F RE GR 7 Vo PAIL oh BaPAMIC 
WOneLE GRICE e RAO LOL VY 
RAUS 品質 劣 れ る も の あれ ど , 大 部 分 
BKM LE の 割 目 を 有 し , 色 は 一 
POMBE 量 し , 燃焼 た に際し て RIS 
を 生ずる も の あれ ど 一 般 に 青白 色 の 煙 を 
BLEED L.. 殆 ん ど 線 て 不 灯 結 性 た に し 
て , 石炭 に 琉 弄 を 含む も の 多き 特徴 あり 。 
分 析 結 果 , HEBD 35~50%, 固定 炭素 30 
~50%, IR 5~ 15%, 水分 LO~20%, 硫 
HVA L296: 比重 1.32~1.45 LUCK 
熱量 7000~4000 カロ リー を 有 す 。( 石 炭 
時 報 , 11, 923~930, 1025~1030, 1936) 
CATA) 


BSE AE NS EL BE J 


a ti Th Tk KR 


#4, 180 


参 考 科 SB 
4909, 中 央 福 洪 線 の 研究 に 就 て の 一 試案 


ea 

SRS ITA CC HB RET ICY ~ SB 
の に つき て その 工事 中 特に Meet, AUK 
の 箇所 に 於 て Bi ~ we BCA RIK WIG し ; 基 
ARK 250) > 1 BRL YO THEA し た 
る 議 跡 あり て , 時 に は 更に と の eR x 
WR as LR OD BH PLE D Fe od |< WE bt 
CREA IRO IGM を な せる も の が 多く , こ 
OR DKK SWRI LRT 3% 
の に し て , 筆者 は ZHO MDM & wee 
OVA CHK = BR OEE HE L 
Co(Le) He REE oH A Ia SSB He > 
Awe (eA & AE VLA FILS 
こと , 2. MERC IEA TALE BoE BR 
返 へ され , CO-MAML BR do, 
等 の 事柄 を 推測 し , 以上 の hic we c 
VAG AR SEY MP EEA © Hb BA Ys ES A Hie 
hh TSA OMRE ARE V. Che, 
49, 23~28, #12) Crp EF) 


SHR # R 


RORUMARRABE RS 4 月 3 
日 乃至 4 日 京 部 市 に 開催 の 本 會 綿 信 並 に 
RRLARWASS, ARABS, 日 本 
HES, WEAR A LO PS HIS 順序 
(LR L UCHR SEUCA@BRSR 
位 の 御 閲覧 を 望む 。 HD 


aH YR KS 第 四 BE 
*s & & A 
BE m FE it 
BSH JNK Bis 純一 坪井 誠 太 耶 
ge7k iia 伊藤 頁 市 
RH = fk 瀬戸 IR @iHt=t 高根 勝利 
書 至 任 八木 RS 
本 @ 願 B(ee) 
伊木 Mak A 富松 上床 MA DI Rie 。 大 井上 義 近 
AWN — it wip mp eh (a 加藤 武夫 木下 fam 
木村 NER 佐川 築 次 耶 佐々 木 敏 綱 杉本 五十鈴 竹内 ate BE 
立岩 ie FAI Rf 7 = a a 重 康 'P 2 2ER EB 中 村 新 太 耶 
BY Hd SAR ER 原田 ez iia FA 連 藤村 幸一 fam IS 
保科 TER AFIS 松本 唯一 松山 RE RE 鹿 
FEEL wo #= wm se ie BK 
KK 成一 河野 sen fa RASS 瀬戸 BUF mis 純一 
竹内 He 高根 勝利 EE FTE 中 野 長 俊 REAR FN FE 
待 場 B 八木 RB ys eae UE LE SSREB VERE BRK 
tsp aaa A B BGA PT 
oe Ee Tepe he ee cap 
昭和 十 二 年 四 月 — BR HAR A ee RES 
BR wR 
内 = ee F 
ate Sf TS a CieeF SE «8 8 25) 
(i 28 Ti BAL ir a Se nt = _ fi 
is 1 = 7 «fF Zz ik 4 
HA EAT a TR 0, ee mine 
右 代 表 者 YT 野 義 NG 次 摘 所 
ie au” 
印 届 者 ASABE ONC 
il 1 6 & 
(er BURRS T A se aca LB a TS B+ A 
Pee ee | ee = a 
(Bet A at 270 8%) 60 $k 
AE 1a CBEZE 一 部 
Aig os a 生 ヶ 年 分 iy 3 回 30 選 
Mize Hi ASR TN a HL —7 4p Hx] 6 Hd. 0 BE 
Be dk ED fill BR SR & tk AHS Wid la wa 
電話 287% 8608 生年 以上 連載 は 4 割引 
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